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►オーディオ装着車 



Gf - n F - i) 

STTPIAJC 朗 

►オーディオ非装着車 

- 助手席シートベルト非着用警告な P. 30已 

















































イラスト目次 


インストルメントパネル 



16 


































17 





























イラスト目次 


インストルメントパネル 



18 





















19 























イラスト目次 


インストルメントパネル 




20 






















21 






知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、まの仕様変更によ D 、 内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツがのちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換。 

異なった種類や指定しツ外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• フ□ントウインドウガラス、および運転席-助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげ 
るばかりでなく、不正改造につなびるおそれびあります。 


吕吕 








[運転についてのごま意 


他の車や歩行ちなど、周囲の状況に常にま意を払い、安全運転をむびけて <ださ 
い。 

ミ酉気帯び運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを乗せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどした D 、 運転装置を動かして、思いびけない事故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあ0を険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、おテさまの安全を確なするためのま意事項や 
チヤイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チヤイルドシートの取り付け」 
(一 P . 日 4) をお読みください。 


[保話および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表示について 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し：!外で巧っておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 

Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 

操作を示ず矢印 

^スイッチなどの操作（押す、まわすなど） 
をのしています。 

^操作後の作動（ふたが開 < など）を示して 
います。 
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1-1 •キーの取り扱い 

キー 


お客様へじ TF のキーをお渡ししまず。 


►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 
ワイヤレス 機能の作動 UP . 39) 
0キー（ワイヤレス機能非装着) 
0キーナンバープレート 



►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 電モキー 


-スマー N エン KU — &スター 
トシステムの作動 （^ P . 29) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^ P . 39) 

旦^カ ニ カルキー 
且キーナンバープレート 



(メカ ニカルキー を使ラには 



y カニカルキーを取り出すには、 
解除ボタンを押してキーを取り出 
す。 

使用後はちとに戻し、電子キーと一緒 
に携帯してください。電子キーの電池 
が切れたとさやスマートエント U — 
&スタートシステムび正常に作動し 
ないとを、カニカルキーび必要にな 
0 ます。（- > P . 328) 
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-1 .キーの取 0 扱い 


口知識 

■キー ナ ンバープレート 

車内し U 外のま全な場所（財布の中など）にな曽<ださい。万ーキーを紛失した 
場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。（一 P . 327) 

■航空機に柔るときは 

航空機にワイヤレス機能装着キーを持ち込む場合は、航空機内でキーのスイッ 
チを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッ 
チび押されないよラにな管してください。スイッチび押されると電波び発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A 汪意 

■キーの 故障を防ぐために 

電モキーは精密機器です。しツ下のことをお守0ください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 
•温度の 高いところに長時間放置しない 
♦濡らしたり 超音波洗を機などで洗ったりしない 

•キーに 金属性または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電 モキー表面にシールなどを貼らない 

♦テレビ やオーディオ、電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、化周波治療器な 
どの電気医療機器の近< に置かない 

■キー について 

ワイヤレスキー-電子キーは電波法の認証に適合しています。必ずし:!下のこと 
をお守0< ださい。 

♦電池 交換時化外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦おず 日本国内でご使用ください。 



27 








-1 .キーの取 0 扱い 


/ K 迂意 

■キーを 携帯ずるとをは 

電源を入れた状態の電化製品とは lOcmli {上離して携帯してください。 10 cm 
し U 内だと電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリー&スタートシステムの故障等で販売店に車両を持っていく 
とさは 

車両に付属している全ての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したときは 

キーを紛失した状態で放置すると、盜難のを険性び極めて高<なります。車両 
に付属している残りのキーを全てお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売店にご巧 
談ください。 
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STY12AJC02 


□ ドアの解錠-施錠（一 P . 30) 

0 バックドアの解淀-施錠（一 P . 30) 
0 エンジンの始動（一 P . 11日） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで(下の操作がおこなえま 
ず。（必ず運転ちび携帯してください。） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解錠-施錠 




八ンドルを握って解錠する。 

ノ V ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

施錠操作後約3秒間は解錠でさませ 
/u 。 


ドア八ンドル上側の□ックセン 
サー部（八ンドルのくぼみ部）に 
触れ施綻ずる。 


[バックドアの解錠-施綻 



STT12AJ011 


バックドアオープンスイッチを押 
して解錠する。 

バックドアオープンスイッチを約1 
秒長押しすると、バックドア□ックを 
解除します。 

施錠操作後約3秒間は、解錠できませ 
ん<。 

車から離れるときは、バックドアを施 
錠してください。バックドアを閉がて 
わ自動的に施錠されません。 
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□ックスイツチを巧して施綻ず 
る。 


アンテナの位置と作動範囲 


アンテナの位置 



n 車がアンテナ 
B 車内アンテナ 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■作動範囲（電子キーの検知エリア) 



:ドアの施錠-解錠時 

各ドア八ンドルか日周囲約70 
cm じ(内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動しまず。（電子 
キーを検巧しているドア八ンド 
ルのみ作動します。） 

:エンジン始動時またはモー 
ド切0替え時 


車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅なの点滅（施錠は1回、解錠は2回）で巧らせます。 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 



ドア八ンドル上側の □ ックセンサー部に触 
れても施錠でをないとさは、上下の□ック 
センサー部に同時に触れてください。 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のノ（ッテ U —上びりを防止するため、節電 
機能び働をます。 

♦じ(下の状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間 
びかかる場合びあります。 

-車の外約2のしソ內にスマートキーを] 0分な上放置した。 

•已日間しソ上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった。 
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•14 日間し U 上スマートエント U — & スタートシステムを使用しなかった場 
合、運転席し外での解錠びでさな<な0ます。この場合は、運転席のドア八 
ンドルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してくだ 
さい。 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は]〜2年です。 

•電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 3日） 

♦電モキーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。し U 下のよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性 
びあります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点なしない 

♦電池の着しい消耗を防ぐため、し i (下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで < ださい。 

-テレビ 
-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話やその充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■システムを正しく作動させるために 

必ず電モキーを携帯した上でスマートエント U — &スタートシステムを作動さ 
せて < ださい。 

■電子キーの検知に関ずる留意事項 

♦車外から操作する場合は電子キーを車に近付けすざないよラにして<ださ 
し、作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検知さ 
れず、システムび正しく作動しないことびあります。（誤ってブヴーび鳴っ 
たり、キー閉じ込み防止機能び働かない場合びあります。） 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


• 電子キーび作動範囲内にあつてち、し U 下のよラな場合は正しく作動しなしに 
とびあ0ます。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすざ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-電モキーびインストルメントパネルやフ□ア上、ドアポケットなどに置か 
れている場合。 

■スマートエントリー&スタートシステム特有の留意事項 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し:!がでち施錠' 
解綻でをます。ただし、電子キーを検巧しているドアし i (かでは解錠でさませ 
ん。 


♦電子キーび作動範囲内にある場合にミ先車や大雨などでドア八ンドルに大量 
の水びかかると、ドアび施錠'解錠することびあ0ます。解錠された場合で 
ち、ドアの開閉操作びなければ約3 0秒後に自動的に施錠されます。 

♦電子キーび車室内または車に近い位置にある場合にワイヤレス U モコンな 
どで施錠を行ラと、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びで 
をなくなることびあります。スマートエント U -& スタートシステムで解錠 
でさない場合は、ワイヤレス U モコンを使って解錠してください。 

■拖錠時の留意事項 

♦手袋を着けてロックセンサーに触れた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあ D ます。その場合、手袋をはずしてロックセンサーに 
触れて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目し降はロック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
を繰り返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m ULb 離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください（キーのを難にま意してください)。 

♦ま室内にキーびあるとをに、洗車機で洗まするなどして水をドア八ンドルに 
かけた場合、車室外のフヴーび吹鳴することびあ0ます。その場合は全ドア 
を施錠すればフヴーはとまります。 
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- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


♦ロックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部のロックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアに当たる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよ5ま意してください。 

■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車かアンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠でをない場合びあります。解錠されなかった場 
合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、再度解錠操作をして、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かった0することびあ0ます。 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

■長期間運転しないときは 

•盜難防止のため、電モキーを車両から2 mUU : 離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。（一 P . 3已 0) 

■ 解錠操作時のセキユリティ機宜目 

解綻操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 

的に施錠されます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告なについて 

誤操作などによる予期せめ事故や盜難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴つ 
たり、警告なび点なすることびあります。警告なび点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P . 306) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法はし:!下のよラになります。 


お化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と1日砂間鳴る 

いずれかのドアが開いてい 
るとをにスマートエント 

U —&スタートシステムで 
施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠してください。 

車内から"ポーン、 
ポーン"と鳴り続 
ける 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 

ストップ"スイッチをアク 
セヴ1」ーモードにした（ア 
クセヴ1」ーモードのとを運 

転席ドアを開いた） 

"エンジンスタートストツ 
プ"スイッチを日 FF にし 
たあと、運転席ドアを閉め 
て < ださい。 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを OFF 

にした 

運転席ドアを閉めて<ださ 
い。 


■ 車両バッテリー脱着時の留意事項 


♦車両バッテ U - 脱着直後はスマートエント U -& スタートシステムによる 
ドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレ 
スリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦車両バッテ1」 一 脱着後、最初のエンジン始動は失敗することびあります。2 
回目！; I 降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありません。 

♦車両は常に"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U - 脱着時、車剛ホバッテ U - をはずす前の状態に復帰します。 
バッテ U - を脱着する際は、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にしてから行ってください。 

バッテ U —脱着前の"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態び不明 
の場合、バッテ U —接続時はとくにま意してください。 
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■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないとさは 

• ドアの施錠、解錠； 一 P . 328 
♦エンジン始動： 一 P . 328 

■電池び切れたときは 

一 P . 283 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 
す。（車両カスタマイズ機能一覧一 P . 3已 0) 

スマートエント U —&スタートシステムを非作動にした場合のドアの施錠•解 
錯、エンジンの始動ち法等は「電子キーび正常に働かないときは」 UP . 328) 
を参照してください。 


A 警告 

■電波び およぼず 彰響 についての 警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
方は、スマートアンテナ（一 P . 31) から 22 cm 1；(内に植え込み型む臓ぺ一 
スメーカーおよび植え込み型除細動器び近付かないよラにして<ださい。電波 
により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合びあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し:!がの医療用電気 
機器を使用される場合には、電波による影響について個別に医療用電気機器 
メーカーなどにご確認ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与 
える場合びあります。 

スマートエント U —&スタートシステムを作動しないよラにすることもでさま 

す。詳しくは販売店にご相談ください。 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


/ t \3 意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライヴーシステムび正 
常に作動しない場合びあります。（巧処方法： 一 P . 328) 

♦電子 キーの電池び消耗しているとを 

•近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器び電子キーの近くに 
あるとを 

♦電子 キーびし U 下のよラな金属製のちのに接していた D 、覆われたりしていると 
を 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やカバン 
-ル銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 

♦近くで 他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電 モキーを、下のよ5な製品と同時に携帯しているとを 
-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端末 （ PDA 等） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤウインドウガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施錠-解綻できまず。 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 



►スマートエント U-& スタートシステム装着車 

n 全ドア施錠 
0全ドア解綻 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■作動の合図 

ブヴー（スマートエント U — &スタートシステム装着ま）と非常点滅灯の点滅 
で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよ5とすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからちラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

電池の標準的な寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくても電池 
は消耗します。）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。新しい電池に交換してください。（一 P . 283) 

►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 
一 P ' 33 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

解綻操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは盜難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 
一 P ' 3已 

■電子キーが正常に働かないときは（スマートエントリ ー& スタートシステム装 
着車） 

一 P . 328 

■電池び切れたときは 

一 P . 283 
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■機能が正常に働かないおそれのある状況 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
し U 下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近<にテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備、電波 
式のオーディオ機器など電波を発生する電モ機器、大型ディスプレイびある 
とを 

♦無線機や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

•複数のワイヤレスキーび近くにあるとを 

• ワイヤレスキーび金属聲のちのに接したり、覆われているとを 

♦近くで電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレスキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 

►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

一 P ' 38 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 3已 0) 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 


3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア 


スマートエントリ ー& スタートシステム*やワイヤレス機能、キー、 
ドア□ックスイッチを使って施綻-解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム* 

一 P ' 30 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 3日 

■キー 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

n 全ドア解錠 
0全ドア施錠 


STT12AJC07 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠-解綻できまず。レ P . 328) 

n 全ドア施錠 
0 全ドア解錠 


■ ドア□ツクスイッチ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


n 施綻 
0解錠 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
綻側になっていてち、車内のドア 
レバーを引 < と開け5れます。 


I キーを使わずに外側か5施綻ずるときは 

お Ml 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる。 

IBWT 1 ドア八ンドルを引いたままドアを閉める。 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
キーびエンジンスイッチに挿してあるとさは施錠されません。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 
" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ1」ーモードまたは 
イグニッション ON モードのとさや車内に電モキーび放置されていると 
さは施錠されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施綻される場合びあ0ま 
す。 


■ □ックレ八一 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はしツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•シー トベルトを必ず使用する 
参す ベてのドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

とくに、運転席は□ックレバーび施錠側になっていてちドアび開くため、注意 
してくださし、 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期 
せめ動きにち対処でさるよ5、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉して 
ください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

バックドア 


バックドアはじ(下①方法で解綻-施錠および開けることびできまず。 

■バックドアの解錠•施錠 

► ドア□ックスイッチ 
一 P' 42 

►スマートエント U — &スタートシステム 
一 P' 30 

►ワイヤレス 機能 
一 P' 3日 
►キー 
一 P' 42 

■夕か5バックドアを開けるには 

►スマートエント U — &スタートシステム非 装着 車 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる。 


►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる。 





4已 














1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


白知識 


■バックドアを閉めるときは 

バックドア八ンドルを持ってバックドアを 
引を下げ、必ずがから押して閉めてくださ 
し、。 



A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車外のちのに当たったり荷物び投げ出さ 
れた〇して、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびありを険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

■お 子さまを柔せているときは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

•ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 


4已 



















2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■お 子さまを柔せているときは 

♦お テさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりする 
おそれびあります。 

■バック ドアの操作にあたって 

しツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありま 
す。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し動かすことを巧らせる「声かけ」をしてくださ 
し'!。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

パックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

♦半開 状態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびあ D ま 
す。と<に傾斜地では、平坦な場所より 
ちバックドアの開閉びしにくく、急に 
ノ（ックドアび開いた0開じたりするおそ 
れびあります。必ずバックドアび全開で 
静止していることを確認して使用してく 
ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあ0ます。 


♦ダン パーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりしないでくだ 
さい。 

手を挟んだり、ダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

♦バック ドアにトヨタ純正品!;(がのアクセヴ1」一用品を取り付けないでくださ 
し、。バックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 


I バックドアの操作にあたって 



/ K 汪意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンバーステーび取り付けられてい 
ます。ダンバーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片-ステッカー-粘着がなどの 
異物をダンパーステーのロッド部（棒部） 
に付着させない 

♦□ッ ド部を軍手などで触れない 

♦バック ドアにトヨタ純正品しツ外のアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

♦ダン パーステーに手をかけたり、横ち向 
に力をかけたりしない 
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1-3 .シート、バンドル、ミラー①調藝のしかた 

フロントシート 


►運転席 



n 前後位置調整 
01」クライニング調整 
且上下位置調整 



n 前後位置調整 
01」クライニング調整 











-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I リヤシートへの乗り降り 

Eiim 助手席の U クライニング調整レバーを引<。 

背ちたれをいっぱいまで前に倒すと、シートを前後に移動させ日れるように 
な0ます。 

111互シートをいっぱいまで前に移動させる。 

柔〇降りしたあとは、背ちたれを起こしてシートを固定させてください。 
背ちたれを起こした位置でシートび固定されます。 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートび 乗員や荷物に当たらないよラにま意してください。 

とくにシートを後ろに下げるときは、 U ヤシートの乗員の足を挟んだりしない 
よラにま意してください。 

♦背ち たれは必要し:に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害のおそれびありを険です。 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行つ 
て < ださい。 

♦シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■走行 中の 警告 

♦走行 中にシートを操作しないで < ださい D 

♦フ □ントシートの下に物を置かないで<ださい。 

急ブレーキ時などに物が飛び出したりして、ペダルの操作をさまたげたり、思 
わ说事故につながるおそれがあり危険です。 


已〇 










A 警告 

■リ ヤシートへの柔り降りについて 

♦可動 部や結合部に手や足などを挟まないよラに注意して<ださい。 

参 U ヤシートへ乗り降りするとをは、シートレールの溝につまづいて転倒しない 
よラにま意してください。 

• U ヤシートへ乗り降りしたあとは、必ずフロントシートを固定させてくださ 
し'!。 

■ リヤシートか6のフ□ントシートの操作について 

しツ下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦フロント シートに乗員びいるとをは操作をしない。 

参 走行中にフ□ントシートを操作しない。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ-卜* 


■ 背をたれを倒すとさは 



手順 


STT13AJ002 



シートベルトのバックルを格納 
する。 


□ック解除レバーを引きなび 
日、背をたれを前に倒ず。 

へツドレストをはずすことびでき 
る位置まで前に倒してください。 



解除ボタンを巧しなびら、へッ 
ドレストをはずず。 


已2 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 































背をたれをいっぱいまで倒ず。 

取りはずしたへッドレストを図の 
ように、シートクッシヨンと背も 
たれの間に挟んで格納してくださ 
し、。 


シートクッシヨンを持ち上げるとをは 




解除バンドを引いてシートクッ 
シヨンを持ち上げる。 

はじめに解除バンドを水平に引い 
てシートクッシヨンの□ックを解 
除し、そのまま上に持ち上げてく 
ださい。 


解除バンドのボタンをはずし、 
フックを伸ばず。 


手順 


手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



持ち上げたシートクッションを 
固定する。 

左ちどち5かのへッドレストの支 
柱にフックをかけて、シートクッ 
ションを吊るして固定します。 

シートクッションを降ろすとを 
は、バンドをちとの位置に戻して 
<ださい。 


A 警告 

■ リヤシートを操作ずるとをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦走行 中に U ヤシートを操作しない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、オートマチック車ではシフト 
レバーを P 、 マニュアル車ではシフトレバーを1速にする 

♦操作を するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラにま意する 
♦倒した 背ちたれやラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お テさまびラゲージルームに入らないよラを意する 

■リ ヤシートについて 

シートクッションを持ち上げた状態で、シートクッションに寄りかかったり上 
に乗ったり、シートクッションの±台部分に乗ったりしないでください。部品 
び破損したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


已4 
















A 警告 

■シー トをもとの位置にちどしたあとは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シー トを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認する 
♦シー トベルトびシート下に挟み込まれていないか確認する 

■走行 中の警告 

しツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、急ブレーキ時などにシートクッシヨンび不意に倒れた 
り、収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ 
〇を険です。 

♦シート クッシヨンを持ち上げた状態で走行しない 

• U ヤシートクッシヨン下には、転びりやすいものや凹面より高さのあるものを 
入れない 

■へッ ドレストについて 

1；(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


/ K 迂意 

■ リヤシートを操作ずるとをは 

U ヤシートを操作するとをは、フロントシートに当たらないことを確認してく 
ださい。 

1」ヤシートを無理に操作すると、シート表皮に傷び付いたり、シートび故障す 
るおそれびあります。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


ずべての乗員は走巧前に必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 


■正しく着用ずるには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 

首にかかった0、肩か5はずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけない位置に密着させる 

♦背ちたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

■着けち、はずしち 

固定 

■カチッ"と音びするまで挿し込み 
ます。 





解除 

解除ボタンを巧します。 
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I シートベルトを使用しないとき（リヤ席*) 

U ヤ席シートベルトを使用しないとさは、じ(下の方法でシートベルトホ 
ルダーにプレートをかけて固定してください。 

n プレートを折り返ず。 

0シー トベルトホルダーに プレー 
卜をかける。 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを瞬時に卷さ取り、 
乗員の巧束効果を高めます。 

前方か日の衝撃び弱いとをや、横や後 
ろか日の衝撃のとさは作動しない場 
合びあ0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


曰知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停車や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、ベ 
ルトをすばやく引を出してもロックする場合びあります。一度ベルトを強く引 
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已日） 

巧娠中のかたち、通常の着用のしかたと同 
じよラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ 
ほい位置にかかるよラにお腹のふくらみの 
下に着用してください。また、肩部ベルト 
(3 点式シートベルト）は確実に肩を通し、 
お腹のふくらみを避けて胸部にかかるよ5 
に着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 



■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 日 4) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるお子さまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。（一 P . 8己） 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ1」テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 


已 S 














A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し U 下のことを必ずお守り <ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦まに 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
おテさまでち一つのベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは U ヤ席に座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルドシート 
を使用する 

♦シー トは必要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけほい位置に密着させ着用する 

♦シー トベルトは U クライニング調整レ 
ノ（一などの下に入らないよラに着用する 


■おモ さまをのせるときは 

おモさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻をつい 
た場合、窒息など重大な障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して < ださい。ラまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

参プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店し i (がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ1」テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点なします。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 

八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る。 


八ンドルを上下に動かし、適切 
な位置にする。 

位置が決定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤 D 、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■ /\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死亡や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれびあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

イン ナー5ラー 


後続車のライトびまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 

n 通常使用時 
0防眩時 


[上下調壁のしかた 


インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 




呂2 
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A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあります。 


運転する前に 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度を調壁できまず。 



STS13AJ006 


n ミラーを遇ぶ 
(L :左 、 R :ち） 

0スイツチを操作してミラーを 
上下左ち方向に調整ずる 


I ドア S ラーを格納ずるとさは 



ボタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

もう一度巧すと、ちとの位置にもど0 
ます。 


巨4 




























































口知識 
■作動条件 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 
►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U - モード、またはイグ 
ニツシヨン ON モードのとを 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中はし U 下のことを必ずお守り <ださい。 

お守0いただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

♦5 ラーの調整をしない 
• S ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し<調整する 

■ S ラーび動いているとをは 

手を触れないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 


/!\迂 意 

■ S ラーびま結したとを 

5ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板などで削り落とさずに、温水をかけ 
て解氷してください。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



己已 










1-4. ドアガラスの開けち、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 


►運転席 




n 閉める 
0自動全閉 ’X 
0開ける 
Q 自動全開& 

途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


n 閉める 
0自動全閉& 

0開ける 
Q 自動全開 ’X 

&途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧して目力手席のドアガ 
ラスを作動不可にずる。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをまず。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


口知識 

■作動を件 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ 

"LOCK") をの作動（運転席のみ） 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にしたあとでち、約4已 
秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に運転席ドアを開閉すると 
作動しなくなります。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U - モード、または OFF 
にしたあとでも、約4已秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に 
運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 

■挟み&み防止機首目 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスの間に異物び挟まると、作 

動び停止し、少し開をます。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでをないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行って < ださい。 

♦車を停止し、エンジンスイッチを " ON " (スマートエント IJ -& スタート 
システム非装着車）、または"エンジンスタートストップ"スイッチをイ 
グニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車） 
の状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続けるこ 
とでドアガラスを閉めることびでをます。 

♦上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の巧 
期化をなの手順で実施して < ださい。 

m [でパワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、ドア 
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチを己秒間引を続ける 

IfeiMI 21パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドア 
ガラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

HM 互再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。し U 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、柔員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻を込んだり 
しないようにしてください。とくにお子 
さまへは手などを出さないよラ声かけを 
してください。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死!::につなびるおそれびあ0ます。 

■挟み &み防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで<ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して<ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 


A 迂意 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

1;(下のことをお守りください。 

•運転席 スイツチと他のドアのスイツチを同時に逆ち向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全閉後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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1 -己.給油のしかた 

給油□の開け方 


LU 下の手順で給油□を開けてください。 


■ 給油する前に 

►スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
<ださい。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ’’スイッチ 
を OFF にしてください。 


■ 給油□の開け方 


給油ロオープナーを引いて、給 
油□を開ける。 




キャップをゆつ<りまわして開 
ける。 
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-已.給油のしかた 



(給油□のキャップを閉めるとさは 


キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める。 

手を離すと、キャップび逆方向に少し 
ちど0まず。 


口知識 

■燃料の種類 
無鉛レギュラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値） 

32 L 

■燃料計について 

1回の給油量び10 L より少ないとさは、燃料計び正しく表示されない場合び 
あります。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給油前には！;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて<ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあ0ます。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を弓 I を起こすおそれびあります。 

参 ま内にちどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってくださ 
し'!。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正！;(外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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-已.給油のしかた 


A 汪意 
■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽ミ由、灯油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

し U 下のよラな状態になるおそれびあ D ます。 

参 エンジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1- 已.盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを巧さないでください。 


" エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知日せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"ェ 
ンジンスター トストップ" ス 
イッチをアクセサ U —モードま 
たはイグニッシヨン ON モード 
にずるとシステムび解除され、 
インジケーターび消灯しまず。 



口知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとき 
♦キーび金属性のちのに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているもしくは接近している 

♦引つかかり等により、電気式ステア U ングロックび施錠されたままのとを 


A 迂意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し'!おそれびあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運起を勢 


LU 下のを件にあった正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか b 
背を離さない（一 P . 49) 

0 シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 49) 

0 各装置び操作しやずい背ちた 
れの角度にずる 

QSRS エアバッグび自分の购 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずるレ P . 61) 

且シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已日） 


A 警告 
■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背の間にクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下に物を置かないでください。 

物び挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シー トを調整ずるときは 

♦同乗者び シートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 
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1- ス安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび身体を拘束ずる働きと合わせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



►フ□ント SRS エアバッグ 

n 運転席 SRS エアバッグ/目力手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

旦 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の衝撃緩和を補助） 

且 SRS シートクッションエアバッグ 
(助]手席柔員の衝撃緩和を補日力） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
QSRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩串の 
且 SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 

(フ□ント席と U ヤ席柔員のおちに頭部への衝撃を緩和） 
OSRS U ヤウインドウカーテンシールドエアバッグ* 

( U ヤ席乗員のおちに頭部への衝撃を緩巧） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








口知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものち熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フ□ント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値液動も変あもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変おするちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよラな衝突（例えば、車両前部びちぐりこむ、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシ ヨナーび 同時に作動しない場合 
びあ0ます。 

■ SRS エアバッグが作動ずるとき 

(SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜30 km / h のを度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）し:!上の場合に作動します。 

■ SRS エアバッグび作動するとを 

(SRS リヤウインドウカーテンシールドエアバッグ） 

SRS U ヤウインドウカーテンシールドエアバッグは、後ちから強い衝撃を受け 
た場合に作動します。 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき 

1；(下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 

►フロント SRS エアバッグ 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


► SRS U ヤウインドウカーテンシールドエアバッグ 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグが作動しないとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃、横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 





がみ 

STT17AJ004 


♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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■ SRS エアバツグが作動しないとさ 

(SRS サイドエアバツグ& SRS 力ーテンシールドエアバツグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、車内部分し U 外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 

♦ま内部分し U がの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃、横転、またはほ速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 

♦前ちからの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 


■ SRS エアバッグび作動しないとを 
(SRS リヤウインドウカーテンシールドエアバッグ） 

SRS U ヤウインドウカーテンシールドエアバッグは、前ちや側面からの衝撃、 
横転、または低速での後ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。 

♦前ちからの衝突 
♦側面からの衝突 
♦横転 



接^ j 項。。6 



-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

しツ下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


• SRS U ヤ ウインドウ カーテンシール ドエ 
アバッグはふくらまなかったび、事故で 
車両の後部を衝突したとを、または破損- 
変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグび内蔵されている付近のダッシュ 
ボード、運転席側インストルメントバネ 
ル下部び傷付いたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとを 
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> SRS シートクッシヨンエアバッグび内蔵 
されている助手席のシートクッシヨン表 
面び、傷付いたり、ひび割れた0、その 
他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されてし、る 
シート表面び、傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

• SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロント. U ヤピラー部、ルー 
フサイド部び、傷付いたり、ひび割れた 
D 、 その他の損傷を受けたとを 

• SRS U ヤウインドウ カーテンシール ドエ 
アバッグび内蔵されている U ヤルーフ 
へッドライニング部、 U ヤピラー部び、傷 
付いたり、ひび割れたり、その他の損傷 
を受けたとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合はとくにを険です。シートの背ちたれを調整して、シートを 
でさるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

参 おテさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグの面くらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないとさは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おモさまは U ヤ席に柔せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。（一 P . 94) 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何も持たない。 
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A 警告 


• ドアやフロント•サイド' U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ畜 D かからない。 


♦助手席で ドアガラスに向かってひざをつ 
いたり、窓から顔や手を出したりしない。 

♦ U ヤシートでサイドウインドウガラスに 
向かってひざをついたりしない。 


♦ U ヤシートで後ろを向いてひざをついた 
0しない。 


♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド、運 
転席側インストルメントパネル下部など 
には何も取り付けたり、置いたりしない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


参 助手席のシートクッションの前や上に荷 
物を置かない。 

♦荷物を シートベルトで助手席のシート 
クッシヨンの上に固定しない。 


♦ドア、 フロントウインドウガラス、ドア 
ガラス、サイドウインドウガラス、 U ヤ 
ウインドウガラス、フロント•サイド ■ U 
ヤ ピラー、ルーフサ イド レール、 アシス 
トグ U ップなどには何も取り付けない。 


♦キーに 重いもの、とびったもの、硬いも 
のを付けない。 


• SRS サイドエアバッ义 SRS シートクッシヨンエアバッグびふくらむ場巧を 
覆ラよラなシートアクセヴ U —を使用しないでください。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふ< らんだ直後は、構成部品び熱<なっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとにもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚の 
炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 


SRS エアバッグについて 





84 





















A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフロント. U ヤピラーガー 
ニッシュ部に傷び付しにいたり、ひび割れびあるときはそのまま使用せず、卜 
ヨタ販売店で交換してください。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し U 下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解-修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フロント.サイド. U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

♦フ □ントフエンダー、フロントバンパー、車両車内側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（フルバー•カンガルーバーなど)、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 


-7. 巧全にお使いいただ<ために 
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1 - ス安全にお使いいただくために 

子供き用シート 


子供専用シートの固定機能を使巧して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 


• おモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専用シートをお選び< 
ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は200日年10月1曰施行の新保安基準に適合した ISOFIX 巧 
応チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


I 子供専用シートの種類 

■ 質量グループについて 

ECE R44 * の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
次の日種類に分類されまず。 

グルー プ〇 :10 kg まで 

グループ 0+ :13 kg まで 

グループ I : 日〜 18 kg 

グループ n :1 已〜 2 已 kg 

グループの ： 22〜3 日 kg 

この本では代表的な;欠の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介しています。 

* ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取0付け器具 
に記号にな0まず。 
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►ベビーシ _ 



ECE R 44 基準のグループ0、 
0+に相当 


•チヤイルドシート 



ECE R44 基準のグループ0+、 
Iに相当 


.ジュニアシート 



ECE R 44 基準のグループロ、 
のに相当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[シー ト位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ャシート* 

助手席 

左ち席 

0 

(10 k 呂まで） 

X 

U 

0+ 

(13 kg まで） 

X 

U 

I 

(目〜18 kg ) 

前向を UF 

U 

後向を X 

n 

(1 己〜2已 kg ) 

UF 

U 

田 

(22-36 kg ) 

UF 

U 


• 上表に記入ずる文字の説明 

U : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ'1」一の子供 
専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ ' U —の前 
向きの子供専用シートに適しています。 

X :子供専用シートを取0付けることはでをません。 

子供専用 シー トの装着に隙しては子供専用 シー トの取扱い説明書わご確認<ださい。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 

















♦ 上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での 
に日 FIX 対応子供専用シート固定機構の取0扱いについては、子供専用シート製 
造業ちまたは販売業ちにご相談 < ださい。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
に日 FIX 対応の前向きの子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取0付けることはでをません。 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 


[シ-卜位置別モ供専用シ-卜の齡性-覧表 （ISOFIX み腑トップテザ-アンカ-での取り巧け) 





車両に日 FIX 位置 

質量グループ 

サイズ等級 

固定具 

U ャシート* 




左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

に日 / L 2 

X 

0 (10 k 呂まで） 

E 

IS 0/ R 1 

X 


E 

に日/ R 1 

X 

0+ (13 k 吕まで） 

D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0/ R 3 

X 


D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0/ R 3 

X 

I (目〜18 k 邑） 

巨 

に日 / F 2 

IUF 《 


臣1 

に日 / F 2 X 

IUF 《 


A 

IS 0/ F 3 

IUF * 

n ( 1 己〜 2 己 kg ) 


(1) 

X 

m (22 〜吕6 k 呂） 


(1) 

X 


-7. 安全にお使いいただ<ために 


運転する前に 
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-7. 安全にお使いいただくために 


* ISOFIX 子供専用シートを1」ヤシートに取り付ける際は、兰ちマークのついた力 
バーによ0シートレールび完全に隠れるように、フ□ントシート位置を調整し 
て < ださい。 


B カバー 
0=巧 マーク 
且シートレール 


カバーについている=ちマークの 
位置を上から見てシートレールび 
完全に隠れるところまでフ□ント 
シートを前方へ移動させる。 




子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱い説明書ちご確認ください。 
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口知識 

■助手席にテ巧専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取 D 付ける場合には、助手席シートを 
下のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 

♦背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばん後ろに下げる 


STT17AJC07 


■ミ凡用旧0円X対応子供専用シートの選巧について 

♦ ISO 円 X 対応子供専用シートをすでにお持ちの場合 
ご使用の前に200己年10月1曰施行の新な安基準に適合していることを 
確認してください。 

この車に標準装備している旧 0 FIX 固定バーは新なま基準に適合した 
旧0円 X 対応子供専用シート専巧です。それし U 外のちのや、しツ前の基準の 
旧0円 X 巧広テ供専用シートは取り付けられません。 

新なを基準適合品には下のよラなマークびついています。 

ミ化用（ユニバーサル） ISO 円 X チャイルド 
シートの取り付け装置の位置を示す表示 


況用（ユニバーサル）テ供専用シートの認 
巧マーク 

アルファべットや数字はサイズ等級をあら 
ねします。 


^rv 

A/ B /B1 
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-7. 安全にお使いいただくために 



況用（ユニバーサル）子供専用シートの認 
可 マーク 


UNIVERSAL は況用品の認可であることを 
あらわし、後ろには対象となるお子さまの 
体重範囲を表示します。 


04木*** 


♦新保ま基準適合の旧 OFIX 対応子供専用シートをおホめの際には 
「シート位置別モ供専巧シート適合性一覧表」（一 P . 89) をご覧になり、お 
モさまの体重の「質量グループ」、から座席に適合する「サイズ等級」と「固 
定員」のモ供専用シートをお選びください。 

例：お子さまの体重び1已 k 呂で、ミ化用の ISO 円 X 対応テ供専用シートをおホ 
めの場合、質量グループ I (9 〜1 8 kg ) の車両旧 OFIX 位置に IUF の表示 
びある A - IS 0/ F 3, B - 旧 0/ F 2、 B 1 - 旧 0/ F 2 X のチャイルドシートをおホめ 
<ださい。 

A - IS 0/ F 3 :お子さまを前向をに乗車させる大型のチャイルドシート 
B - IS 0/ F 2 :お子さまを前向きに乗車させるル型のチャイルドシート 
B 1- IS 0/ F 2 X :おテさまを前向をに乗車させるル型のチャイルドシートで、 


B - IS 0/ F 2 とは別形!犬のチヤイルドシート 


■子供専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦体び十分大を<、テ供専用シートび不必要なおテさまは、1」アシートに柔せ 
て車のシートベルトを使用してください。 

■キャリコットについて 

キャ1」コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し < は、子供専用シート製造業者または販売業者にお尋ね<ださい。 
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A 警告 

■子供 専用シートを使巧しない場合 

♦子供 専巧シートを使巧しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。（一 P . 9己、 96) ゆるめた状態で車室内に置くこ 
とは避けてください。 

♦テ 供専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管してくだ 
さい。 


-7. 安全にお使いいただ<ために 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用でさないルさなお子さまを乗せるとさは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのををのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびってください。 


シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 95) 


ISOFIX 巧応チャイルドシート 
固定専巧パ'-* (一 P . 日 6) 

I 」ヤシートに装備されています。 
(固定専用バーび装備されている 
ことを示すタグびシートに付いて 
います。） 



STT17AJC62 
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トップテヴーアンカー* 

(一 P . 96) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップテヴーアンカーはバックド 
ア開口部に装備されています。 


トベルトで固定ずる 



チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる。 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
したびい、シートベルトをチャイルド 
シートにしっか0と固定させてくだ 
さし、。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



チャイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ刷売）を 
使用して固定ずる。 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し)。（□ッキングク U ップ品番： 
731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


IS 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 


手順 



固定専用 バーの 位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける。 

固を専用バーは、シートクッシヨンの 
與にあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固を専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれのチヤイル 
ドシート付属の取扱説明書にした 
がって < ださい。 
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トップテヴーアンカーのフタを取 
りはずず。 

はずしたフタはなくさないよラに、保 
管しておいて < ださい。 


トップテヴーアンカーにフックを固定し、テヴーベルトを締め 
る。 

テヴーベルトをピンと張0、フックとへッドレストびしっかり固定されてい 
るか確認します。 

►テヴーベルト A 
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取り付けたチヤイルドシートを軽 
<ゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる。 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停まの際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテさ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おモさまびフロントウインドウガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれび 
あります。 

♦4 人乗り車:お子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用し 
て U ヤシートに取り付けてください。事故統計によれば、お子さまはフ□ント 
席より U ヤ席に正しく拘束されているほラび安全です。 

• 2 人柔り車:お子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用し 
て < ださい。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロント - U ヤピ 
ラー、ルーフサイドレール、 U ヤルーフへッドライニング付近にお子さまの頭 
や体のどの部分ももたれかけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふ 
<らんだ場合、大変を険であり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みの5 
え、確実に取口付け、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤った D 、 確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻をつい 
た場合、窒息など重大な障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルからシートベルトびはずせな 
い場合は、八ヴ5などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

♦助手席と チャイルドシートび干渉しない 
よラに、助手席を調整してください。 



-7. 巧全にお使いいただ<ために 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 


f A 警ち助ま席 SRS エアバッグ 1 

- 

このシートに、ベビーシートをおり付けとり 
を向きの于ヤイルドシートを巧り巧けないでください。 

また、絶がにお子さまを前席の前に立たせた y 
膝の上に抱いたりしないでください。 

エアバッグの衝撃により、巧じまたは重大な損害に 
至るおそれがあります。 

ノ 



STT17AJC58 


♦助手席には チャイルドシートを後ろ向をに取り付けないでください。 

後ろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくらん 
だとを、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。合わせてご 
覧ください。 


♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席を 
いちばん後ろに下げて取り付けてくださ 
い 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にして < ださい。お守りいただかないと急ブレーキや事故の際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ D を険です。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 
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運拓するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 102 

エンジン（イグニッシヨン） 
スイッチ 

(スマートエントリ ー& 

スタートシステム 

非装着車） . 113 

エンジン（イグニッシヨン） 
スイッチ 

(スマートエントリ ー& 


スタートシステム 

装着車） . 116 

オートマチック 

トランスミッション . 121 

マニュァル 

トランスミッション . 126 

方向指示 レバー . 128 

パーキングブレーキ . 129 

ホーン（警音器） . 131 


2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 


使い方 

ライトスイッチ . 14已 

フォグライトスイッチ . 149 

ワイパー&ウォッシャー 

(フ□ント） . 1已2 

ワイパー&ウォッシャー 
( U ヤ） . 1已4 


2-4. その他の走行装置の使い方 

Toyota Stop S Start 


System 

(SMART STOP ).1 已 6 

運転を補助する装置 . 162 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むと舌のを意 . 167 

寒;令時の運転 . 169 


2-2 .メーターの見方 

計器類 . 132 

表示灯/警告灯 . 134 

マルチインフォメーシヨン 
ディスプレイ . 138 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむびけて、じ TF の手順で走行してください。 

■ エンジンをかける （^ P . 113、 116) 

■発進する 

►オートマチック車 

mm ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる。 

(一 P ' 121) 

im 司パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P . 12日） 

M 互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる。 

►マニュアル車 

屋团 im クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる。 

(一 P ' 126) 

m 互パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P . 12日） 

クラッチペダルからお々におを離し、同時にアクセルペダル 
をゆつ < り踏み発進ずる。 

■停車する 

►オートマチック車 

fnirn シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

1111互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。 

レ P ' 121) 

►マニュアル車 

[ fum クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む。 

居 面！ 互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを N にする。 （^ P . 1 26) 
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2-1 .運転のしかた 


■ 駐車する 

►オートマチック車 

Enm シフトレノ（一は D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

[1 面！互パーキングブレーキをかける。 （一 P . 12日） 

nSHTI シフトレノ（一を P にずる。 （一 P. 121) 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止めを使用して<だ 
さい。 

Hi 互スマートエント U -& スタートシステム非装着車：エンジン 
スイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる。 

スマートエント U -& スタートシステム装着車："エンジン 
スタートストップ"スイッチを OFF にしてエンジンを停止 
する。 

屋团 n 司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる。 
►マニュアル車 

Him クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む。 
nag 可 パーキングブレーキをかける。 (^ p . 129) 

居团1互シフトレバーを平地や上り坂では1速、下り坂では R にずる。 

レ P ' 126) 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止めを使用して<だ 
さい。 

HI 互エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる。 
163111日 I キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる。 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

►オートマチック車 

お Ml 1 1ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる。 

固圆 I ]アクセルペダルをゆっくり踏む。 

i 3 g 3 l 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し 
発進する。 

►マニュアル車 

Enm ノ（ーキングブレーキをしっかりかけ、クラッチぺダ J しを踏んだま 
まシフトレバーを1速にずる。 

アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルから徐々に足 
を離す。 

車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し 
発進する。 

I エコドライブモードの選択（才ートマチック車) 

エアコンの性能を抑え、燃費を向 
上させる走行に適していまず。ス 
イッチを巧ずと、メーター内の 
ECO MODE 表示灯び点打しま 
す。 

わう一度巧すと、エコドライブモード 
び解除され 、 ECO MODE 表示なびミ肖 
灯します。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドル 
やブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などを、樹脂バンパーやアル云ボ 
デー部に取り付けることはでをません。 

■環境に配慮した運転（オートマチック車） 

エコドライブインジケーターランプび点な 
すると、環境に配慮したアクセル操作をし 
ていることを巧らせます。必要し U 上にアク 
セ J レペダルを踏むと消なします。 

(シフトレバーび D のとをに、車速び約100 
km / h し U 下で走行時） 

エコ ドライブインジケーターランプの表示 
/非表示を設定でをます。（一 P .139) 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るときは（才ートマチック車） 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。ク 
1」ープ現象でまび動を出すのを防ざます。 

■運転ず るとをは 

♦踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとさは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラ注意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、ブレーキとアクセルぺ 
ダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすい物の上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで<ださ 
しん排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそれ 
びありを険です。 

♦シフト レノ（一を前進側のシフトポジシヨンに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦走行 中にミ夫してシフトレバーを P-R (オートマチック車）または R (マニュ 
アル車）の位置に動かさないでください。 

機械に重大なダメージを与えると共に、車びコントロールを失ラ結果を招くこ 
とびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとをは 

♦走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

♦走行 中はエンジンを停止しないでください。 

パワーステア U ングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動 
しません。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーノ くー ヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P .121) 

♦坂道で 止まるとさは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦走行 中は八ンドル、シ ー K ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでく 
ださい。運転を誤0、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死亡のおそれび 
あ D を険です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての乗員び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフロード 走行をしないでください。 

やむを得ずオフロー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないでください。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。 

♦シートの 上や付近に荷物を置して走行しないでください。 

急ブレーキ時や、旋回時などに荷物び飛び出したりして乗員にあたったり、荷 
物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わめ事故につなびるおそれび 
ありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びできな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあ0 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキバッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または NUI がにあると、車び急発進し、 
思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。 

■停車ず るとをは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N し U 外にあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を止め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、 
常に ブレーキ ペダルを踏み、化要に応じて パーキングブレーキを かけて<だ 
さい。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレーちや炭酸飲料の宙などを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、下のよ5なことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれた0、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを ま内に放置したままにしないでください。ライターを車内に落とし 
たままにしておくと、荷物を押し込んだりシートを動かしたとさにライターの 
操作部び誤作動し、火災につなびるおそれびありを険です。 

参 ウインドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インスト 
ルメントバネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびあ D を険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるとさは必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P (オー 
トマチック車）または平地や上りおでは1速、下りおでは R (マニュアル車） 
にしてエンジンを停止し施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管に触れないで<ださい。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわ0に積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入0、重大な健康障害や死 t 
にをるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色、無臭で有害な一酸化炭素に 0) び含まれているため、排 

気ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t 
にをるおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検して<ださい。排気管などの腐食などによる巧や亀裂、 
および継ざ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵 
入し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

■仮 旧ずるとさは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 

セルペダルを踏み込んだ0して、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 

するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスび車 

内に侵入し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦万ー エンジンの停止などによりブレーキ倍力装置び機能しないとをは、他の車 
に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強<踏む必要びあ D ます。また 
制動距離ち長 < なります。 

♦万ー エンジンび停止したとをは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまい 
ます。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏む必要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していなしが態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■万一脱輪した ときは 

前輪のいずれかのタイヤび亩に浮いているとをは、むやみに空転させないでく 
ださい。駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそ 
れびあります。 


A 汪意 

■運転 中は 

►オートマチック車 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

►マニュアルま 

•クラッチペダルを 確実に踏み込んでいない状態で、シフトレバーを操作しない 
でください。クラッチやトランス=ッションび損傷するおそれびあります。 

♦クラ ッチの損傷を防ぐため、なのことをお守りください。 

. クラッチペダルに足を乗せたまま走行しない 
-1速^(がでの発進は避ける 

-巧道発進時など、必要し i (上に半クラッチのままで走行しない 
♦車び まだ動いているとをに R に入れないでください。 

クラッチ-トランスミッション-ギアに損傷を受けるおそれびあります。 

■駐車ず るとをは（才ートマチックま） 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


/ t \3 意 

■きしみ やひつかき音び聞こえた 5 (ブレーキパッドインジケーター) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してください。 
化要なときにパッドの交換び行われないと、□-夕一の損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばか D でな<、事 
故につなびるおそれびあ0ます。 

■ 走行中にタイヤ占りくンクした S 

け下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
•車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は、タイヤの損傷の程度を確認してください。 

♦修理 可能な場合は、応急修理してください。（一 P . 308) 

•修理 不可能な場合は、卜3夕販売店にご連絡<ださい。 

■冠 水路走巧に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、し U 下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

•電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店でし iTF の点検をして < ださい。 

•ブレーキの 効を具合 

♦エンジン オイルやトランスアクスルフルードなどの量および質の変化 
♦各 ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イク‘こジシ3ン）スイッチ（ス 7- KL ントリ - S スタ-トシステム臟謂) 


■エンジンスイッチの位置 

□ LOCK " ( OFF ) 

-ステアリング□ックびかか0ま 
す。 

-キーをあき挿しすることびでを 
ます。（才ートマチック車は、シ 
フトレバーの位置び P のとを、 
キーを抜を挿しでをます） 

0 " ACC " 

オーディオなどの電装品び使用で 
をます。 

0 " ON " 

すべての電装品び使用でさます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 


■ エンジンのかけち 

►オートマチック車 

固画]!]パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる。 
163111 21 シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる。 
Ifeildl 3 1ブレーキぺダ >1 レをしっかり踏む。 

Hi 互エンジンスイッチを " START " の位置にまねず。 
►マニュアル車 

nam ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる。 
nil 司シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる。 
Elitm クラッチぺのレとブレーキぺのレをしっかり踏む。 
Hi 互エンジンスイッチを " START " の位置にまねず。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■キーを “ ACC " か6 " LOCK " にまわずには 



■エンジンが始動しないときは 

一 P . 324 

■キー巧き忘れ警告ブザー 

キーが挿してあり、エンジンスイッチが " ACC " または " LOCK " のとさ、 
運転席ドアを開けると警告音が鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジ 
ンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかつていないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または" ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦一度に 30砂し iLh スターターをまわさないでください。 

•エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちに 
エンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス7-にントリ -& スタ-トシステム鷄車) 


電子キーを携帯してじ(下の操作を行ラことで、エンジン始動または 
モードを切り替えることがでさまず。 

■ エンジンのかけち 

I 巧臓 I 1 I パーキンクブレーキがかかっていることを確認する。 

化31]劲121 シフトレバーが P の位置にあることを確認する。 

Ifeildl 31ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む。 

スイッチ上の表示灯が緑色に点打します。 

緑色に点灯していないとエンジンは始動しません。 



"エンジンスタートストップ" 
スイッチを巧す。 

完全にエンジンび始動するまで、 
ブレーキペダルを踏み続けて<だ 
さい。 

どのモードからでもエンジンを始 
動でをまず。 
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2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切り替え 

ブレーキ ペダルを踏まずに"エンジン スター トストップ"スイッ 
チを巧すと、モードを切り替えることびでさまず。（スイッチを巧 
ずごとにモードび切0替わりまず。） 

□ OFF 

非常点滅なび使用でをます。 

シフトレバーび P じ I 外のとをは 
OFF にな0ません。 

0アクセサ U —モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
さます。 

スイッチ上の表示なび程色に点な 
します。 

0イグニッシヨン ON モード 

すべての電装品び使用でをます。 
スイツチ上の表示灯び程色に点な 
します。 


口知識 

■ステアリング□ックについて 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉する 
と、ステア U ングロック機能により八ンドルび固定されます。"エンジンスター 
ト ストップ’’ スイッチを操作すると、ステア U ング□ックは自動で解除されま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ"スイッチを押し 
て < ださい。 

ステア1」ング□ックび解除されていない 
とさは、"エンジンスタートストップ" 
スイツチの表示灯び緑色に点滅します。 


■ステアリング□ッ クモーターの才一 ■/ ヒート 防止について 

短時間にエンジン始動-停止を繰り返すと、モーターのオーバーヒート防止の 
ために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。10砂 
程度でもとの状態にもどります。 

■エンジンび始動しないときは 

一口' 324 

■-エンジンスタートストップ"スイッチ上の表示なび撞色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとを、1時間じ(上アクセヴ U - モードにしたままにし 
ておくと、"エンジンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

" エンジンスタートストップ’’スイッチを操作するとをは、短く確実に押して 
ください。確実に押せてない場合は、モードの切り替えやエンジン始動びでを 
ない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続けるお要はありません。 
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2-1 .運転のしかた 


■クランキングホールド機能 

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンび始動するまでスターター 
の回転を最大30砂間な持します。 

" エンジンスタートストップ’’スイッチを押したままでも、スターターの回転 
は最大で30秒間です。約30秒間経過してもエンジンび始動しない場合は、 
スターターの 回転を停止します。その場合は、ちラー度エンジンの始動操作を 
してください。 

■ 電子キーび正常に働かないとさは 

一 P . 328 

■ 電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 33 

■ 電子キーの電池び切れたときは 

一 P . 283 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 38 

■ご留意いただをたいこと 

一 P ' 33 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

■走行 中の警告 

エンストなどで車両滑走状態になったとさは、車両びま全な状態で停止するま 
でドアを開けたり、ロック操作をしたりしないでください。ステア U ング□ッ 
ク機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒し:!上"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し U 外は走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチに触 
れないでください。走行中にエンジンび停止すると、予期せめ事故につなびる 
可能性びあります。 


/^汪意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U - モード、またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置 
しないで < ださい。 

■エンジンを 始動ずるとき 

参 エンジンび;令えた状態で空ぶかししないでください。 

•もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちに 
エンジンの点検を受けてください。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

" エンジンスタートストップ"スイッチ操作時に引っ掛かりなどの違和感び 
あるとさは、故障のおそれびあります。すみやかに販売店にご連絡ください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス5ッシヨン 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 

■シフトレバーの動かしち 

► 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード非装着車 



◄- スマートエント U —&スタートシステム非装着車： 


エンジンスイッチび " ON " のとき、ブレーキペダルを踏ん 
だまま操作しまず。 

スマー トエント U -& スター トシステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン 
ON モードのとき、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 
P と D の間の操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めてか日 
行ってください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


◄- スマートエント U -& スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチび " ON " のとき、ブレーキペダルを踏ん 
だまま操作しまず。 

スマー トエント U -& スター トシステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン 
ON モードのとき、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 
P と D の間の操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止めてか日 
行ってください。 


► 7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード装着車 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

7速スポーツシーケン 
シャルシフトマチック 
モード非装着車 

7まスポーツシーケン 
シャルシフトマチック 
モード装着車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行 ’X 

M 


7をスポーツシーケンシャ 
ルシフトマチックモード走 
行 

S 

坂道走行 


巨 

急な下り坂走行 



&燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 


1 7 速 スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの 変速段切り督え 
(7 速 スポーツシーケンシャルシフトマチックモード 装着車) 

シフトレバーを M ポジションにずると、 7 速スポーツシーケンシャルシ 
フ h マチックモードに切0替わ0まず。シフトレバーの操作で思い通0 
の変速段を選択し、運転することびでさまず。シフトレバーの"一"側 
または" +" 側の操作で変速段を選択ずることびでをまず。 

n シフトアップ 
0シフトダウン 

シフトレバーを操作ずるごとに1段 
ずつ変速します。 

1〜7のあいだで選択されている変 
ま段びメーターに表示されます。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 


■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

一 P . 32己 

■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時の自動変速について 

変速段を固定して走行しているとをでち、エンジン回転数び上びりすざそ5な 
とを、または下びりすざそラなとさは、現在の変ま段から自動的に1段シフト 
アップ、またはシフトダウンされます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 

(7 をスポーツシーケンシャルシフトマチックモード走巧時） 

ま全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限びあり、操作してちシフ 
トダウンでをない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび行われな 
い場合は警告ブヴーび鳴0ます。 

■シフトレバーを M にしてち、 M 表示なが点なしないときまたは点滅したときは 
(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード装着車） 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 

■ M ポジシヨンで走巧中に停車したときは 

(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード装着車） 

♦停ますると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

♦停ま後、走行するとをは Ml からの発進となります。 

♦停車時は Ml に固定されます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■滑り やずい路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベ0やスピンの 
原因となりますのでま意してください。 


運転するとさに 


12已 





2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランス5ツシヨン 


■シフトレバーの動かしち 



クラッチぺダ J しをしっかり踏みシフトレバーをゆっくり操作しまず。 


プルカラーを引さ上げたままシ 
フトレバーを R に入れる。 


■ R への シフトのしかた 



12巨 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 



























































2-1 .運転のしかた 


口知識 

■さシフトの速度限界 

エンジンを過回転させないために各シフト位置での速度びし:!下に記載している 
数値をこえないよラにしてください。 

(km/h) 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因になるおそれびありますのでま意してください 


シフト位置 

最高速度 

1 

32 

2 

60 

吕 

87 

4 

10己 


/ K 汪意 

■ トランスミッションの損傷を防ぐために 

♦クラッチペダルを 踏まずにシフトレバー 
を R に入れないで<ださい。 


♦ R へシフトするとをし i (外は、プルカラーを上へ引かないでください。 

• R へシフトするとをは、車び停止した状態でおこなってください。 



運転するとさに 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 



n 左折 
旦ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側ち向指示な 
び点滅します。 


口知識 
■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
■表示巧の点滅び異常に速くなったときは 
方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 


128 



















2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


■ パー キングブレーキをかける 

ブレーキ ペダルを踏みなび日、 
パーキングブレーキレバーを 
いっぱいまで引さ上げる。 
ブレーキ警告なび点なします。 


■ パー キングブレーキを解除ずる 

□ レバーをかし引さ上げる 
0ポタンを巧ず 
且完全にレバーを降ろず 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■, てーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

一 P. 303 


■を季のパーキングブレーキの使用について 


「寒;令時の運転」（一 P.169) の記載を参照してください。 


/^汪意 
■走行 前のを意 

ノてーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレーキ 
の効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



口知識 

■/\ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンびならない場合びあ D ます。（一 P. 61) 
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2-2. メーター の見方 

計器類 



n マルチインフォーシヨンディスプレイ 
(^ P . 1 38) 

曰スピード 一夕一 
車両の走行速度を示します。 

0 タコ;一夕一 

毎分のエンジン回転数を示しまず。 

Q ク□ックセットボタン 
い P .143) 

且 MODE ボタン 

オド六ーター/トリップーター/メーター照度調整画面/アイドリングス 
トップ時間* /燃費表示の切0替えがでをまず。 

い P .139) 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

























2-2. メーターの 見ち 


A 迂意 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲) 
に入らないよ5にしてください。 

参 高水温の警告なび点滅または点なしたとをは、オーノ（ーヒートのおそれびある 
ため、ただちに安全な場所に停車してください。（一 P . 334) 


運転するとさに 
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2-2. メーター の見ち 

表示な/警告な 


メ—夕—. センターパネル内の表示幻.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 


► メーター 



►センターパネル（オーディオ装着車） 
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2-2. メーターの 見ち 


’センターパネル（オーディオ非装着車） 



♦ ♦ 


ID 


狐 


0幸 


i 1、2 


国 


VSC 

OFF 




エコドライブインジケーター 
ランプ UP . 10已,14乙） 


表示口 

システムの作動状況を表示しまず。 

ち向指示表示な 
レ P ' 1 28) 

へッドライト 

上向き表示な UP . 146) 

フ□ントフォグライト 
表示な UP . 14目） 

U ヤフォグライト 
表示な UP . 1 49) 

ス U ップ表示な 
UP . 1 62) 

VSC 日 FF 表示口 
(^ P . 1 63) 


ECO 

MODE 

本※ 


ECO 

本※ 


縣 


C^L 


P 


ECO M 日 DE 表示口 
(^ P .104) 

EC 日表示灯 UP .1 己 6) 

ECO 日 FF 表示口 
(^ P . 1己目） 

低水温表示な 

セキュ U ティ表示な 
(^ P . 74) 

シフトポジション表示 

UP. 121) 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 



13已 








































2-2. メーターの 見ち 


■警告灯 

万一のシステム異常などを警告します。 (^P. 303) 


(©) 

口 


な 

か 

(©) 

@! 

P 

《1、3 《1、3 《4 

※己 《6 本 

の VSC 
田 OFF 

を 

知 

A 

み PASSENGER 

PASSENGER 

み 

— U) 


し新威） 
燃料の残量 
(已 .9 LL ソ下） 


_ ^ 


作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " (スマートエントリ ー& 
スタートシステム非装着車)、または"エンジンスタートストップ"ス 
イッチをイグ ニッシヨン 日 N モード（スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車）にすると点打し、数秒後またはエンジンをかけると消打 
しまず。点打しない場含や点打したままのとをは、システム異常のおそれ 
があります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

《2表示打はシステムび作動しているときに点滅しまず。（一 P .162) 

※吕システムが故障したとさにスリップ表示打は点打し、 VSC 日 FF 表示打 
は点滅します。 

《41回の給油量び10 L よ0かないとをは、燃料計び正しく表示されない 
場含があ0まず。 

※已オーディオ装着車 

※目オーディオ非装着車 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 










































2-2. メーターの 見ち 


A 警告 


I を全装置の警告むび点なしないときは 

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告なび、エンジンスイッチを 
"ON " (スマート エン ト U-& スタートシステム非装着車）、または "エン ジ 
ン スタートストップ"スイッチをイグ ニッシヨン ON モード（スマート エン 
卜 U — &スタートシステム装着ま）にしてち点なしない場合や点なしたままの 
場合は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあ0ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 


運転するとさに 
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2-2. メーター の見ち 

マルチインフオメーシヨンディスプレイ 


マルチインフォメーシヨンディスプレイは、じ TF のよラな情報を表示 
しまず。 



n 燃料計 

燃料残量を示します。 

0シフトポジション表示* 

(一 P . 121) 

現在還ばれているシフトの位置を 
のしよ 9 〇 

0 時計 （^ P . 143) 

現在の時刻を表示します。 

Q 外気温表 

外気温を表示します。 

一4日で〜已0での間で表示し 
まず。 

且卜 U ップインフォーション 

(^ P . 139) 


オドメーター、トリップ六ーター、 
ーター照度調整画面、アイド U 
ングストップ時間*や燃費など走 
行に関する情報を表示します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
















2-2. メーターの 見ち 


表示切り替え 



表示を切り替えるには MODE ボタ 
ンを巧しまず。 


オド メーター 



走行した総距離を表おします。 


卜 U ツプ メーター A 

U セツトしてからの走行距離を表おしまず。 


5朋 


U セツトするには、卜 U ツプメーター A の表示中に MODE 
ボタンを1秒！;(上巧します。 


卜 U ップ ーター 目※1 

UiZ ットしてからの走行距離を表おします。 


弓 GO 


U セツトするには、卜 U ツプ;<ーター目の表示中に MODE 
ボタンを1秒！;1上押します。 

六ーター照度調整画面（尾打点打時のみ表示されます） 

照度を調整するには、^ーター照度調整画面の表示 
中に MODE ボタンを1秒政上押します。 
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2-2. メーターの 見ち 


• 瞬間燃費、エコドライブインジケーターゾーン表示’ 


•オートマチック車 


班 G 


現在の瞬間燃費とエコドライブインジケーターゾー 
ン表を表します。 


I 肺】 ■ 


►マニュアル車 


km/I. 

合 GG 


現在の瞬間燃費を表おしまず。 


• 給油後平ち燃費* 2、エコ ドライブインジケーターゾーン表示* 
►オートマチック車 

燃料を補給してか5の平均燃費とエコドライブイン 
ジケーターゾーン表示を表おしまず。 


►マニュアル車 

燃料を補給してからの平均燃費を表おしまず。 


♦アイド U ングストップ時間* 

エンジンスイッチを " ON " から " LOCK " にず 
るまでのアイド U ングストップ時間 （Stop & Start 
システムによるエンジン停止時間）を通算で表示し 
まず。 





140 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












2-2. メーターの 見ち 


• 総アイド U ングストップ時間’ 


ECO 

nn.nn.nn 

UUUUUU 


U セットしてからのアイド1」ングストップ時間 
(stop & Start システムによるエンジンの停止時 
間）を通算で表おしまず。 

U セットするには、総アイドリングストップ時間表示中に 
MODE ボタンを1秒に(上巧します。 


• エコドライブインジケーターランプユーヴーカスタマイズ画面’ 


Eco 


EcouFF 


エコドライブインジケーターランプの点打/消打を 
キャンセルずるには、エコドライブインジケーター 
ランプユーヴーカスタマイズ画面表示中に MODE 
ボタンを1秒じ(上巧しまず。 


始動後平巧車速 



エンジンを始動してからの平ち車速を通算で表示し 
まず。 


XI :区間距離は、卜1」ップ A 、 卜 I 」ップ B の2種類で使い分けることびできます。 
^と1回の給油量び10 L よりみないときは、給油後平均燃費び正しく表示されな 
い場合びあ0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



141 










2-2. メーターの 見ち 


n 知識 

■ 夕'!•気温度表术について 

♦か気温の測定び正しく行われないとをは「一一で」と表示されます。 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、表示切替び遅<なること 
びありますび、故障ではありません。 

♦停車しているとさや、化速走行（約 20 km/h (下）のとを 
•外気温度び急激に変化したとを（車庫、トンネルの出入□付近など） 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について（才ートマチック車） 



環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の 
範囲と、現状のアクセル開度を表示します。 
エコ運転中は、エコドライブインジケー 
ターランプ （n) び点なします。 
アクセルの踏み過ざなど、エコ運転の範囲 
を超えた場合には、エコドライブインジ 
ケーターゾーン表示 （0) のち側び点滅し、 
エコドライブインジケーターランプび消な 
します。 

(シフトレバーび D のとをに、車速び約100 
km/h しツ下で走行時） 
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2-2. メーターの 見ち 


[時計の調壁 



固画のク□ックセットボタンを押し続けて、分表示を点滅させる。 

(時計表示の点滅中に、操作をしないまま約1日秒び経過すると、わとの時 
計表示にちどります） 

陌剛可 分表示の点滅中にク□ックセットボタンを押して"分"を設定す 
る。 

"分"を設定したら、ク□ックセットボタンから手を離します。 

約已秒経過すると、時表示び点滅します。 

固画回時表おの点滅中にク□ックセットボタンを押して"時"を設定す 
る。 

"時"を設定したら、ク□ックセットボタンから手を離します。 

約已砂経過すると、わとの時計表示にちど0ます。 
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2-2. メーターの 見ち 


口知識 

■バッテリー端子の脱着をしたとを 

バッテ U —端テの脱着を行5と、下のデータは U セットされます。 

•時計 

♦ トリップメーター 
♦給油後平均燃費 
♦アイド U ングストップ時間# 

♦総アイド U ングストップ時間* 

♦始動後平均車速 
■時計の正時合わせについて 

ク□ックセットボタンを押すと、正時に合わせることがでさます。 

•日〜2目分は切り下げられます。 

♦吕日〜已目分は切り上げられます。 

(例）1;0 日〜 1;2 目の 場をは1;0 日に、 1;3 日〜 1:已 目の 場合は、2:0 日になります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 







2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


手動または自動*でへッドライトなどを点灯できまず。 

□ 車幅灯-尾灯-番号打-メー 
ター照明を点灯 

旦上記ライトとへッドライトを 
点な 

0へッドライト、車幅ななどを 
自動点な-消灯* 

►スマートエントリー Si スタート 
システム非装着車 
エンジンスイッチが"日 N " の 
とさ 

► スマートエントリー&スタート 
システム装着車 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチがイグニッション日 N 
モードのとさ 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


(八イビームにずる 



]STT23AJC02 


n ライト点打時、レバーを前方に 
巧し八イビームに切り替え 


レバーを もとの位置へもどすと □一 
ビームに ちど0ます。 

曰レバーを引いている間、八イ 
ビームを点灯 

ライトびミ肖なしていてち、八イビーム 
び点なしまず。レバーを離すと、□一 


ビームにちどる、またはミ肖なしまず。 


手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライト 
の光軸を調整することびでをまず。 


n 上向さに調整 
0下向さに調整 


■目盛り設定の目を 


柔員と荷物のを件 

ダイヤル位置 

運転をのみ乗車時 

0 

運転者と助手席に柔車時 

1 

全席に乗車時 

3 

全席に乗車時でかつ荷室満載時 

4 

運転者のみ柔車時かつ荷室満載時 

4.5 



14巨 





































2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


口知識 

■ライトセンサー(コンライト装着車） 

センサーの上に物を置いたり、センサーを 
ふさぐよ5な物をウインドウガラスに貼ら 
ないでください。周囲からの光びさえざら 
れると、自動点灯-消な機能び正常に働か 
なくなります。 


■ライト消し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチび "ON" で、ライトスイッチび OFF し U がの場合に働を 
ます。 

♦ライトスイッチを OFF にしないまま、エンジンスイッチを "ACC" ま 
たは "LOCK" にして運転席ドアを開けると、点なしていた車幅ななど 
び自動で消なします。 

♦再びライトを点なする場合は、エンジンスイッチを" ON " にするか、 
一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または=〇の位置に 
します。 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードで、ラ 
イトスイッチび OFF し U がの場合に働をます。 

♦ライトスイッチを OFF にしないまま、"エンジンスタートストップ’’ス 
イッチをアクセヴ U- モード、または OFF にして運転席ドアを開けると、 
点打していた車幅灯などび自動で消灯します。 

♦再びライトを点好する場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をイグニッシヨン ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にも 
どし、再度 ♦ または号 D の位置にします。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


■ライト消し忘れ警告ブザー 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

コンライト装着車は、ライト消し忘れ防止機能び働かない場合に作動します。 
♦エンジンスイッチび " LOCK " のとをに働をます。 

♦ライトスイッチび参または画仁）の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとを警告音（ピーといラ連続音)’び鳴ります。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

コンライト装着車は、ライト消し忘れ防止機能び働かない場合に作動します。 
♦" エンジンスタートストップ"スイッチび OFF のとをに働をます。 

♦ライトスイッチび参または画仁）の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとを警告音（ピーといラ連続音)’び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機能 

コンライト装着車は、ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 
(カスタマイズー覧 一 P . 3已 0) 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

フォグライトスイツチ* 


雨や露などの悪天候下で視界を確保しまず。 

n 消打 

0フ□ントフォグライト点な 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


►フ□ントフオクライトスイツチ 



STY23AJC01 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 



1已〇 












2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


►フ□ント & U ヤフォグライトスイツチ 

n 消灯 

0フ□ントフォグライト点な 
且フ□ント & U ヤフォグライト 
点灯 

手を離すと ^ 0 の位置までわ 
ど0ます。 

再度操作すると、 U ヤフォグライ 
卜のみミ肖なします。 


口知識 
■点なを件 

フロントフォグライト：へッドライトまたは車幅灯び点灯しているとをに使用 
でをます。 

U ヤフォグライト：1」ヤフォグライトは、へッドライトまたはフ□ントフォグ 
ライトび点灯しているとをのみ使用でをます。 

■ U ヤフォグライトについて 

♦ 1」ヤフォグライトび点なしているとさは、メーター内の表示灯び憧色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとをし:!がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ0ます。 

必要なとを N がは使用しないでください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 



n 間欠作動 （ INT ) 
01 を速作動 ( L 0) 

且高速作動 （ HI ) 
n —時作動 （ MET ) 



且ウォッシャー液を出ず 
ワイパーび連動して作動します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


口知識 
■作動条件 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノ刀レ 
のつまりを点検して < ださい。 


A 迂意 

■フ □ントウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 



n 作動 

旦ウォッシャー液を出ず 
(ワイパー作動中） 

且ウォッシャー液を出ず 
(ワイパー停止中） 


口知識 
■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 
►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン ON モードのとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノ刀レ 
のつまりを点検して < ださい。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A 迂意 

■リヤ ウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

Toyota Stop & Start System (SMART STOP) * 


ホ信号や交通巧ミ帯で車両び停止中、燃費向上やアイドリング騒音低下 
のため、エンジンスイッチを操作ずることなく、クラッチペダルの操 
作によってエンジンを停止-再始動させるシステムでず。 


■ エンジンが停止ずる 

国画田クラッチペダルを踏んだままブレーキペダルを踏み、車両を 
完全に停止させる 


[13® 互シフト レバーを N にする 




クラッチペダルから足を離す 
エンジンが停止し、 EC 日表示灯が 
点打します。 


シフトレバーが N であることを 
確認し、クラッチペダルを踏み 
ます 

エンジンが再始動します。 

ECO 表示打び消打し 、 ECO OFF 
表示灯び点灯します。（このとを、 
クラッチペダルから足を離しても 
エンジンは停止しません） 


車び動き出すと ECO OFF 表示灯 
が消灯します。 


1已己 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






















2-4. その他の走行装置の使い方 


[stop & Start システムを巧作動にずるには 


Stop & Start システムを非作動 
にずるために ECO OFF スイッチ 
を巧して < ださい。 

ECO OFF スイッチのインジケーター 
び点なします。 

ちう一度 ECO OFF スイッチを巧ず 
と 、 Stop & Start システムび作動巧 
能状態に戻0ます。 


■ ECO OFF スイッチの機能について 

ECO OFF スイッチはエンジンを停止-再始動ずるをのではありませ 
ん。 

■ Stop & Start システムび非作動のとを 

車両び停止ずるたびにクラッチぺ 
ダルを操作してちエンジンは停止 
しません（一 P . 1已日）。 

ECO OFF 表示口は点なします。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ LU 下の状況で ECO OFF スイッチを巧したとを 

• Stop & Sta けシステムによりエンジンび停止中 、 ECO OFF スイッ 
チを押してちエンジンは再始動しません。シフトレバーび N であ 
ることを確認し、クラッチぺダ j しを踏んでエンジンを再始動させて 
ください。（一 P .156) 

:欠に車両び停止したときに （Stop & Start システムび非作動にな 
る ）、 Stop & Start システムによってエンジンは停止しません。 


• Stop & Sta けシステムび非作動のとき、もう一度 ECO OFF スイッ 
チを巧ずと、 S 记 P & Start システムび作動可能状態に戻りまずび、 
エンジンは停止しません。 

次に車両び停止したときに （Stop & Start システムび作動巧能状 
態に戻る ）、 Stop & Start システムによって、エンジンび停止し 
ます。 


口知識 
■作動を件 

♦なの条件びすべて満たされたとを 、 Stop & Start システムび作動可能状態 
になります。 

-エンジンび十分暖まっているとを 
-バッテ U —状態び良好であるとを 
-運転席ドアび閉まっているとを 
-ボンネットび閉まっているとを 
-バッテ U —び適切な温度のとを 

♦なの状況では 、 Stop & Start システムによるエンジン停止び行われずに 
ECO OFF 表示なび点なする場合びありますび、異常ではありません。 

-エンジン;令却水温び高すざるとを 
-車内温度び高いとさに、エアコンを使用しているとを 
-バッテ U - び十分に充電されていないとを 

-おおなどで 、 Stop & Start システムによって断続的にエンジンび停止す 
るとを 

上記の状況び改善され、なに車両び停止したときに Stop & Start システムび 
作動可能状態になり、エンジンび停止-再始動します。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■エンジンの自動再始動 

stop & Start システムによるエンジン停止中、なのとをは ECO 表示灯び数砂 
間点灯したあと、クラッチペダルび踏まれていなくてもエンジンび自動的に始 
動します。 

♦ポンピングブレーキをする、またはフレーキペダルをさらに強く踏み込んだ 
とを 

•エアコンを使用しているとを、またはオンにしたとを 
♦バッテ U —び十分に充電されていないとを 
♦傾斜などで車両び動を出したとを 

■ Stop & Start システムの自動再開 

Stop & Start システムを ECO OFF スイッチによって非作動にしていても、一 
度エンジンスイッチを" LOCK " にまねして3秒し iLh な持してから" START " 
にまわすことによって、 Stop & Start システムは自動的に作動可能状態に戻り 
ます。 

■ Stop & Start システム保護機首臣 

大音量でオーディオを使用しているとを、 Stop & Start システムをな護するた 
めにオーディオを自動的にオフにする場合びあります。 

そのよラな状態になった場合は、エンジンスイッチを " LOCK " にまねして、 
3秒し i (上な持してから" ACC " または" ON " にまわすことによって才ーディ 
才を再開させて < ださい。 

■ボンネットを開けたとさは 

Stop & Start システムによるエンジンび停止中にボンネットを開けた場合、エ 
ンジンは自動で再始動しません。エンジンスイッチでエンジンを始動させてく 
ださい。 

■警告音について 

Stop & Start システムによりエンジンび停止中、なのようになったときは ECO 
表示なび点滅し、警告音び鳴ります。 

♦運転席ドアび開いたとを 

♦クラッチペダルを踏んでいない状態で、シフトレバーを N しッ外にいれたとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ECO 表示なが点滅したままのときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
い。 

■エアコンを使用しているとさ 

アイド U ングストップ時間び短くなる場合びあります。エアコンは必要なとを 
しツ外はオフにしてください。 

■ stop & Start システムによるエンジン停止中、ウインドウガラスび量ったとさ 

シフトレバーび N にあることを確認し、クラッチペダルを踏んでエンジンを再 



始動してください。そして （ A / C を押してエアコンを作動させ、吹を出し□切 


り替えダイヤルを巧をに切り替えて曇りを取ってください。 

断続的にウインドウガラスび曇るときは 、 ECO OFF スイッチを押し 、 Stop & 
Start システムを非作動にしてください。 

■アイドリングストップ時間表示と総アイドリングストップ時間表示 

一 P ' 13日 


乂警告 


■ Stop & Start システムび作動しているとを 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中は、シフトレノ（一を N にしたま 
ま、ブレーキペダルを踏むかパーキングブレーキをかけてください （ ECO 表 
示なび点なしているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

• Stop & Start システムによるエンジン停止中、車から離れないでください 
( ECO 表示なび点なしているあいだ)。 

エンジンび自動的に始動するため、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ stop & Start システムび作動しているとを 

♦換気び 悪い場所では 、 Stop & Start システムによってエンジンび停止されな 
いことを確認してください。 

エンジンび自動的に再始動するため、排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 
t に至るおそれびありを険です。 


運転するとさに 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を補助する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて L ソ下の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時や滑0やすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
1」ップを抑制します。 

■ ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などによ〇大さなブレーキカを発生させます。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリテイ 
コント□ール） 

急な八ンドル操作やすべ0やすい路面で旋回するとさに横すベ0を抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□—ル） 

すべ0やすい路面での発進時や加ま時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保 
します。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


( S - VSC 、 TRC び作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、車輪び空転したときは、 S - 
VSC 、 TRC の作動を表示ずるため 
にス U ップ表示巧び点滅しまず。 

S - VSC の作動時、ブヴー(断続音） 
が鳴0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


TRC や S - VSC を停止させるには_ 

めかるみや新雪などから脱出するとさに、 TRC や S - VSC が作動してい 
ると、アクセルペダルを踏み込んでちエンジンの出力が上がらず、脱出 
が困難な場合があります。このよラなときに 、 VSC OFF スイッチを押 
すことにより脱出しやすくなります。 


TRC を停止するにはスイッチを押 
す。 

ス U ップ表示灯が点灯します。 

ちう一度スイッチを押すと、システム 
作動可能状態に戻0ます。 


■ TRC と S - VSC を停止ずるには 

TRC と S - VSC を停止するには、 
停車時にスイッチを押し、3砂政 
上保持する。 

ス U ップ表示灯と VSC OFF 表示灯 
が点灯します。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動可能状態に戻0ます。 



■ TRC を停止ずるには 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■ TRC や S - VSC の自動復帰について 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

TRC や S - VSC を作動停止したあと、エンジンスイッチを OFF にすると自 
動的に TRC と S - VSC は作動可能状態に戻ります。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

TRC や S - VSC を作動停止したあと、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にすると自動的に TRC と S - VSC は作動可能状態に戻ります。 

■ TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。 


■ TRC と S-VSC OFF の作動制限 

TRC と S - VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再開はありませ 
ん。 


■ ABS 、 ブレーキアシスト、 S - VSC 、 TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

参上記のシステムび作動すると、しツ下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン’’といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ EPS の効果が下びるとさ 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、オーバーヒートを 
避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるようになります。 
その場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを停止してくだ 
さい。10分程度でもとの状態にもどります。 


A 警告 

し U 下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮でをないとを 

参 タイヤのグ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で めれた路面やすべ D やすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離が通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。し U 下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車とま全な車間距離をとって<ださい。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとき 

参 タイヤチェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効まを発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向ま定性や駆動力 
び得られないことびあります。車両のま定性や駆動力を失うような状況では、 
とくに慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅し、作動警告ブザーび鳴っているとをは 

S-VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてくださ 
し、。無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅 
し、ブヴーび鳴ったらとくに慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ TRC や S - VSC を停止させるときは 

TRC や S - VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両 
の方向ま定性を確保しよラとするシステムです。 

そのため、必要なときし U 外は TRC 機能、 S - VSC 機能を作動停止状態にしない 
でください。 TRC 機能や S - VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況 
に応じたを度で、と < に慎重な運転をむびけて< ださい。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドバターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。 

異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 S - VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• できるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

しツ下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで < ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりとま定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ざないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな <、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運起 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-を却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前輪タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

. タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P . 348) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

• ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
なさ取って < ださい。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているときは、取 
り除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車ずるとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーをオートマチック車 
は P 、 マニュアル車は下り坂では R 上り坂では1速に入れて駐車 
し、輪止めをして< ださい。 


曰知識 


■寒を地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のフレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび拭を取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取 D 付け-取りはずし-取り扱いち法については(下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-を全に作業でをる場所で行5 
-前2輪に取り付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
-取り付け後 0.5 〜1 .0 km 走行したら締め直しを行ラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能とな D 、 重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
方を超える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止め（一 P . 250) をし 
て < ださい。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 迂意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品!;(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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ま巧装備のほい方 3 


3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 174 

オートエアつン . 180 

リヤウインドウデフォッガー 

(曇0取 0). 188 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 190 

3-2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 . 191 

ラジオの使いち . 194 

CD プレーヤーの使いち ....... 198 

MP 3/ WMA ディスクの 

聞きち . 20已 

快適に聞くために . 214 

AUX 端子の使いち . 216 

ステア IJ ングスイッチ . 218 

アンテナ . 221 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 224 

■カップホルダー .. 22已 

-ボトルホルダー .. 22臣 

3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイヴー . 227 

バニテイミラー . 228 

アクセサリーソケット . 229 

フ□アマット . 230 

ラ ゲージルーム 内装備 . 232 


3-3. 室内巧のつけ方 

室内灯一覧 . 222 

-インテ U アライト .. 223 


173 

























3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* 



I エアコンの設定 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（冷）へまわず。 

( A/C ) び巧されていない場合は、さ風または暖房で使用でをます。 

■風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず。 

送風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















吹き出し□を切り替えるには 

吹さ出し□切り替えダイヤルをまわし、吹さ出し口を選ぶ。 

ダイヤル位置を各吹き出し□の間にすると、吹き出し□を細かく選択でをます。 



上半身に送風 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


-1 .エアコン. デフ ォッガーの 使いち 


室内装備の使い方 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使いち 



足元に送風-ガラスの量りを取る 



ガラスの量りを取る 

内外気切0誓えダイヤルを外気導入 
に切0誓えます。 


© 


を巧してエアコンをオンに 
すると、曇0び早く取れます。 


■外気導入-内気循環を切り替えるには 


が気導入-内気循環切0替えダイヤルを¢9の位置にまわすと外気導入、 


の位置にまわすと内気循環に切0替わ0ます。 


17巨 



















風向きの調壁-吹き出し□の開閉 


’中央吹さ出し口 



n 風向さの調整 
0吹さ出し□の開閉 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


►左ち吹さ出し □ 



n 風向きの調整 
0吹さ出し□の開閉 


口知識 

■内気循環について 

♦トンネル内やお滞などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、が気温 
度び高いとさの;令房効果を高めたいとさに内外気切り替えスイッチを内気 
循環にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■ が気温度び0 ‘ C 付近のとき 



を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 


■吹を出し□を*;/にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 
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;- l . エアコン.デフォッガーの使い方 


■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン 始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

■ stop & Start システムび作動しているとき （Stop & Start システム装着車） 

Stop & Start システムによるエンジン停止中、湿度によって臭いびする場合び 
あります。 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切り替えダイヤルを巧をの位置に合わせないでください。外気とガラス 
の温度差でガラスのか側び曇り、視界をさまたげる場合びあります。 


A 迂意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

オートエアコン* 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



才ート設定を使うとさ _ 

尚 Mh I を巧ず。 

吹さ出し□と風量び自動で調整されまず。 

固画互設定温度を上げるときは 0 を巧して調節ダイヤルをち（驗 
か左（を）へまわず。 


I 巧! II 31 71互7を巧ず。 

スイッチを巧すたびにエアコンのオン/オフび切0替わ0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







































お好みの設定で使ラとさ _ 

■ エアコンのオン/オフを切り替えるには 

たち7を巧ず。 

スイツチを巧ずたびにエアコンのオン/オフび切り替わりまず。 

■設定温度をかえるには 

I 巧 1111 1 資 を巧ず。 

吃！!固に I 調節ダイヤルをち(暖）か左（を）へまわず。 

■風量をかえるには 

旧3固11 I を巧ず。 

国！ [互調節ダイヤルをち（増）か左（減）にまわず。 

風量は 7 段階に調整でをます。 

送風を止めるとさはを巧ず。 


-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


室内装備の使い方 
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1-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■吹き出し口を切り替えるには 

iurn 境 を巧ず。 

周画间 調節ダイヤルをまわし、吹さ出し口を遇ぶ。 

まわすたびに吹を出し□び切0替わ0ます。吹を出し□表おはしツ下の状態を 
示しています。 



上半身に送風 



上半身と足元に送風 



足元に送風 
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本一部車種のみ 































足元に送風-ガラスの量りを取る 


■外気導入-内気循環を切り替えるには 


ムをノを巧ず。 

スイッチを巧すたびに、外気導入-内気循環び切0替わ0ます。 

内気循環を選択しているとをは、三) r 空7の作動表示なび点なしまず。 


フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 



風 を巧ず。 

自動的に外気導入に切0替わ0ます。 
エアコンび作動します。 

曇0び取れた日再度 Z ^/ を巧す 
と、前のモードにちどりまず。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


I 風向きの調壁-吹き出し□の開閉 

►中央吹さ出し口 



n 風向さの調整 
0吹さ出し□の開閉 
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;- l . エアコン.デフォッガーの使い方 


►左ち吹さ出し □ 



n 風向きの調整 
0吹さ出し□の開閉 





































3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


口知識 

■才ート設定の作動について 

(下のよラな制御をする場合びあります。制御を解除したいとをは、お好みの 
設定で使用してください。 

• ス互^を押した直後しばらく送風び停止する 

•暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

♦トンネル内やお滞などで、巧れた外気を車内に入れた<ないとをや、外気温 
度び高いとさの;令房効果を高めたいとさに内外気切り替えスイッチを内気 
循環にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切り替えについて 

設定温度や室内温度などによ0、自動的に内気循環または外気導入へ切 D 替わ 
る場合びあります。 

■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的にが気導入に切り替わる場合びあります。 

■ が気温度が0 ‘ C 付近のとさ 

互スを押してちエアコンび作動しない場合びあります。 

■のき出し□を*;/にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、設定温度によっては、足元に送られる 
風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


18白 







■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

•エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、 

[^/ を押さないでください。が気とガラスの温度差でガラスのが側び曇 D 、 
視界をさまたげる場合びあります。 

A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（曇り取り） 


リヤウインドウガラスの量りを取るときにお使いください。 
►マニュアルエアコン装着車 



オン/オフ 

巧すごとにオン/オフび切り替わ 
0、 作動中は表示打が点灯しまず。 
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;- l . エアコン.デフォッガーの使い方 


オン/オフ 

巧すごとにオン/オフび切0替わ 
0、作動中は表示なび点なします。 
1」ヤウインドウデフ ォッガー は、 
約1巳分で自動的にオフにな0ま 
す。 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あび D の原因となります。 


►オートエアコン装着車 



STT31AJC15 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの;ま結を防ぐために 
お使いください。 





STT31AJC17 


オン/オフ 

押ずごとにオン/オフび切り替わ 
0、 作動中は表示打び点なしまず。 

フ□ントワイパーデアイサーは、 
約1已分で自動的にオフになりま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なつており、やけどをするおそれびあるので触れないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 

















タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 194 

CD プレーヤーの使い方 

P . 198 

MP 3/ WMA ディスクの聞さ方 

P . 20己 

快適に聞くために 

P . 214 

AUX 端子の使いち 

P . 216 

ステア IJ ングスイッチの使い方 

P . 218 


CD プレーヤ ー、 AM / FM ラジオ 



n ディスプレイ 
0ステア1」ングスイッチ 
0巳 D 挿入口 


3-2 .才ーデイオの使いち 

オーデイオの種類 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■電源を入れる 

を巧ず。 

スイッチを"ピッ、ピッ"と音び2回鳴るまで巧すと、オーディオの電源びオフに 
な0ます。 


I モードを切り替える 

( Twr ) を巧ず （ オーディオの電源びオンのとを）。 


巧すごとに次のようにモードび切0替わ0ます。 



□ CD 且 TI (交通情報） 

且 AUX (外部入力接続） 

CD び挿入されていないときは、 CD を逞おできません。 

AUX 端子に機器び接続されていないとをは、 AUX を選択でをません。 
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3-2. オーディオの使い方 


W 知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーデイオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


A 迂意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■オーディオの 取り扱いについて 

オーディオに飲み物などをこぼさないよラにま意してください。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

ラジオの使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


■ ラジオの設定 

learai11 け帶 rE ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 


[ IeH び表示されます。 


1扫11过1 2 Iけで(りを巧ず。 


巧すごとに巧のように項目び切0替わ0ます。 



放送局の自動設定 

BSET《 （一 P .196) 

放ち局の手動設定 

且 FAD 《 （一 P . 214) 

前後音量バランス調整 


低音レベル調整 

且 TRE 《 （一 P ' 214) 

高音レベル調整 
0 巨 AL 《 （一 P ' 214) 
左ち音量バランス調整 


※停車中のみ選択でをます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


I 放送局を記憶させる 

■ 自動設定 

lEiim ( Twr ) ^ "ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
ilEN ^ び表示されまず。 

Elin^ (側 rE) を巧して、 AST を選択ずる。 

1 扫 11 固 13 1 づを"|<+" (ON) 側に巧ず。 

受信感度の良い順に6局まで記憶されます。記憶び終了すると 
"ピッ、ピッ"と音び2回鳴りまず。 

■手動設定 

inm げぶを"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
pENil び表示されます。 

(Mp 端 E ) を巧して、 SET を遇おずる。 

( fO ^ を" A " (高い周波数）側、または" V "りまい周波数）側 
に巧して、お巧みの放送局を探ず。 

inmRi ^づを" iH ■"側、または" I 卜"側に巧して、記憶させたい 
チャンネルに H 1 〜 6) を選ぶ。 

111^ を"ピッ"と音び鳴るまで" iH ■"側、または"’側に巧ず。 
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3-2. オーディオの使い方 


交通情報 （ TI ) を受信ずる 


Amod^ 

\ PWR J 


を巧して TI を遇択ずる。 


曰知識 


交通情報 （ TI ) について 

♦交通情報订 I) は、1己 20 kHz にセットされています。 


交通情報 （ TI ) を受信しているとをは、 



を操作してち、周波数は切 


り替わりません。 

■バッテリーとの接続び断たれたときは 

チヤンネ J レ ( CH 1 ~6)に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

参アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかねつたり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態を保つことび難しい場 
合もあります。 

•AST (放送局の自動設定）を使っているとき、自動選局や自動記憶びで 
をないことびあ0ます。 

参ラジオ用アンテナはルーフ後ちにあります。（一 P . 221) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

CD プレーヤーの使い方 


(^ P ° w °|) を押して、 CD を選択ずる。 
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3-2. オーディオの使い方 


■ CD の設定 

I 扫 IMM I け帶 rE ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 


[ IeH び表示されます。 


1扫11过1 2 I けで(りを巧ず。 


巧すごとに巧のように項目び切0替わ0ます。 



ORPT ( 一 P. 200) 

U ピート再生 

0RND ( 一 P' 201 ) 

ランダム再生 

□ TXT ( 一 P. 201) 

表示切0替え 


QFAD 《 （一 P. 214) 

前後音量バランス調整 
且巨 AS& ( 一 P. 214) 
低音レベル調整 

I1TRE 《 （一 P' 214) 

高音レベル調整 

nBAL 《 （一 P' 214 ) 

左ち音量バランス調整 


※停車中のみ選択でをます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


1 

CD を挿入ずる 

CD を1枚、挿入ずる。 


CD を取り出ず 

い \を巧して CD を取り出ず。 

1 

巧を 選ぶ 


(^)を" A" (次曲）側、または" V" (前曲）側に巧して、聞さたい 


巧の番号を表示させる。 

1 

早送り、早ちどしずる 


早送りずるときは^0^を" A" 側に、早もどしずるときはを 


"V" 側に巧し続ける。 

1 

リピート （ RPT) 再生ずる 


Enm CS ) ^ "ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
iiEil び表示されます。 


EUn け常 rE ) を巧して、 RPT を選択ずる。 

^〇)を"|<+" ( ON ) 側に巧ず。 

" の FR 側に巧ずと解除されまず。 
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3-2. オーディオの使い方 


ランダム （ RND ) 再生ずる 


leariii11 (* Sr ) ^ "ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
IIeII び表示されまず。 

lean け端^を巧して、 RND を選択ずる。 


1画 3 I を" I け" (ON) 側に巧ず。 

" ( OFR 側に巧すまで、無作為な順序で曲び再生されます。 

I表示を切り替える 


leairai 11 


/^ MO み 

I PWR J 


を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 


nil び表示されまず。 

(Mp 端^を巧して、 TXT を遇おずる。 



を " iH ■"側、または側に巧すごとに、巧のように表示び切 
0替わります。 

巧番および経過時間^巳 D タイトル^曲名 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


白知識 


■表示について 


ディスプレイに一度に表示でさるのは8文字までです。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレーヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

■再生巧能な CD 

な下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 


dH 面腰恒抽帽恆咖昼恒 

揣 r " 二\心口'。 ,こご":;;•ご.:二' 口ごご•ぅ h ‘ A - ご。ご ' 


コピープロテクト機能付 CD などは使用でをません。 

■ CD プレーャー保護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 


■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


A 迂意 

■使用で をない CD 、 アダプター 

しツ下のよラな CD 、 8 cm CD アダプター、 DualDisc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでをなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm 、 または 8 cm の円形し i (外の 
CD 


•低 品質または変形している CD 


♦記録 部分が透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD - R 巧ラベル 
などを貼った CD 和、はがしたあとのある 
CD 



STYAV00001 





室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


/t\3 意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

1；(下のことをお守りいただかないと、 CD び聞けなくなったり、 CD プレーヤー 
び正常に働かな< なるおそれびあ0ます。 

• CD 挿入□に CD し U 外の物を入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 

• CD は直射日光を避けて保管する 

• CD プレーヤーを分解しない 

♦一度に 2枚し i (上の CD を挿入しない 
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3-2. 才ーディオの使いち 

MP3 / WMA ディスクの聞を方 



室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■ MP 3 /WMA の設定 

I 扫 IMM I け 帶 rE ^ を " ピッ " と音び鳴るまで巧ず。 
pM] び表示されます。 

1扫11过1 2 I (MpD^E^ を巧ず。 

巧すごとに巧のように項目び切0替わ0ます。 


□ _ 且 _ 且 _ 凸 _ 



STS32AJ007 


ORPT FILE (^P. 207) 

ファイルリピート再生 

日 RPT FLD 《 (^P. 208) 

フォルダリピート再生 

□ RND (^P. 208) 

ランダム再生 

□TXT 《 (^P. 209) 

表示切0替え 


且 FAD 《（ ^P. 214) 

前後音量バランス調整 

曰目 AS 《 UP. 214) 

低音レベル調整 

||TRE 《（ ^P. 214) 

高音レベル調整 

□ 目 AL 《（ ^P. 214) 

左ち音量バランス調整 


※停車中のみ選択でさます。 
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3-2. オーディオの使い方 


1 

MP 3/ WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 

詳細は 「 CD プレーヤーの使い方」をご覧ください。（一 P . 1日助 

1 

フアイルを選択ずる 


を" A" (次ファイル）側、または" V" (前ファイル）側に巧し 
て、聞さたいファイルを遇ぶ。 


Iフォルダを 選ぶ 

( fO ^ を"ピッ"と音び鳴るまで" A" (次フォルダ）側、または" V" 
(前フォルダ）側に巧して、聞をたいフォルダを選ぶ。 

Iリピート （ RPT ) 再生ずる 

■ ファイルを繰り返して再生ずる 

inm (*{? ぶ0を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
pEl | び表示されます。 

(Mp 端 E ) を巧して、 RPT 円 LE を選択ずる。 

( fO ) を"|<+" ( ON ) 側に巧ず。 

の FR 側に巧ずと解除されまず。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■ フオルダを繰り返してち生ずる 
leariii11 (*™) ^ "ピツ"と音び鳴るまで巧ず。 
pENil び表示されまず。 

ill^ (Mp0 ぶを巧して、 RPTFLD を遇択ずる。 

お M 3 1 (fQ^ を"Iけ" (ON) 側に巧ず。 

の FR 側に巧すと解除されます。 

■ディスクの中か5ランダム （RND ) 再生ずる 

Enm CJPwff) ^ "ピツ"と音び鳴るまで巧ず。 
pENil び表示されます。 

(n) を巧して、 RND を選択ずる。 

iMTsI (fO^ を"Iけ" (ON) 側に巧ず。 

( OFR 側に巧すまで、無作為な順唐で曲び再生されます。 
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3-2. オーディオの使い方 


表示を切り替える 


leariii11 (* Sr ) ^ "ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 
IIeII び表示されまず。 

isan け端^を巧して、 TXT を遇おずる。 



を " iH ■"側、または側に巧すごとに、次のように表示び切 
0替わ0ます。 

フォルダ番号•ファイル番号•経過時間^フォルダタイトル^ 
ファイル名ーディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^ 
アーティスト名 


曰知識 


I 表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは8文字までです。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

I エラー 表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
き、もしくはプレーヤー内部に異常びあるときにま示されます。 

"NO MUS に’’：ディスク内に MP 3 / WMA ファイルび収録されていないとき 
に表示されます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


■再生巧能な CD 

し U 下のマークのついたディスクび再生でをます。 

記録状態やディスクの特性、キズ、巧れ、劣化により再生でをないことびあり 
ます。 


咖昼歷曲腹恒 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

[^eWritableJ 

■ CD プレーヤー保護機首目 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生を 
停止します。 

■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5兩び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷付を使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナ ー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあります。 


■ MP 3 / WMA フアイルについて 


MP 3 (MPEG Audio LAYERS ) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使用すれば、ちとのファイルを約1/10のサイズに圧縮することびで 
さます。 

WMA (Windows Media Audio ) は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フォーマットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することびでをます。 
使用でをる MP 3 / WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フオーマツ 
卜には制限びあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生可能な MP3 ファイルの規格について 
-対応規格 

MP3 (MPEG1 LAYER 吕、 MPE 白2 LSF LAYER 吕） 

-对応ヴンプ U ング周波数 
MPEG1 LAYERS :吕2、44.1、48 (kHz) 

MPEG2 LSF LAYERS :16、22.日己、24 (kHz) 

• 対応ビットレート 

MPEG1 LAYERS: 64、8日、目目、112、128、16日、1白2、224、 
2己6、320 (kbps) 

MPEG2 LSF LAYER 吕； 64、80、目6、112、128、144、1目0 (kbps) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 

♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-対応規格 
WMAVer.7、 8、目 
-对応ヴンプ U ング周波数 
吕2、44.1、48 (kHz) 

* 対応ビットレート 

Ver .7、 8; C 目 R48、 目4、80、目目、128、1目0、1目2 (kbps) 

Ver. 白： C 目 R48、 目4、80、目巨、128、160、1白2、2己目、吕20 (kbps) 
《 2ch 再生のみ対応しています。 

♦使巧でをるメディアについて 

MP3 / WMA ファイルの再生に使巧できるメディアは CD-R および CD- 
RW です。 

CD-R、CD-RW の状態によっては再生できないことがあります。また、ディ 
スクに傷や指紋を付けた場含、再生でさないことや、音飛びすることがあり 
ます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


♦使巧でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスクフォーマット： CD- ROM Model および Mode2、CD- ROM 
XA、Mode2 Form 1 および Form2 

-ファイルフォーマット：旧09己60レベル1、レベル2 (Romeo, Joliet) 
上記フォーマットし i (外で書を込まれた MP3/WMA ファイルは正常に再生で 
をなかったり、ファイル名やフオルダ名などび正しく表示されないことびあり 
ます。 


規格ならびに制限事項はなの通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角文字で記録され 
た情報をこのオーディオで表示することはでをません） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 
♦ファイル名について 

M P3 / WM A と認識し再生するファイルは、 MP3 / WM A の掘;張子’’. mp3’’ 
または ".wma" び付いたものだけです。 

♦マルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP3/WMA ファイルを追加したディ 
スクの再生び可能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


♦ ID3 タグ/ WMA タグについて 

MP3 ファイルには、 ID3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびで 
を、巧のタイトル、アーティスト名などを記録することびでをます。 

ID3 Ver.1.0, 1.1、 ID3 Ver.2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は03 Ver.1.0、1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することび 
でを、 ID3 タグと同様に曲のタイトル、アーテイスト名を記録することびで 
をます。 
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3-2. オーディオの使い方 


• MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最柳こディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイルしが 
のファイルや必要のないフォルダなどを書を込まないことをおすすめします。 
音楽データと MP 3、または WMA お式のデータび混在しているディスク 
は、音楽データのみ再生でをます。 

♦掘;張子について 

MP 3 / WMA し U 外のファイルに ". mp 3" または ". wma " の掘;張子び付い 
ていると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大をな雑 
音び出てスピーカーを破損することびあります。 

♦再生について 

-ま定した音質で再生するために、 MP 3 の場合、 128 kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を巧奨します。 

- CD - R 、 CD - RW はディスクの特性により再生でをないことびあります。 

- MP 3/ WMA は市場にフ U - ウェアなどをくのエンコーダソフトび存在 
し、エンコーダの状態やファイルフォーマットによって、音質び劣化したり 
再生開始時にノイズび発生したりするおそれびあります。また、再生でをな 
いことびあ0ます。 

-ディスクに MP 3 / WMA 1；(がのファイルを記録すると、ディスクの認 
識に時間びかかったり、再生できないことびあります。 Microsoft 、 
Windows、Windows Media はホ国 Microsoft Con 30 ration の、ホ国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きない CD 、 アダプター(一 P . 203) 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて（一 P . 204) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

快適に聞くために 



最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更ずることび 
でさまず。 


I 音質•音量バランスの調壁 

learai 11 けで rE) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず。 

nil び表示されまず。 

Ifeatdl 21 (%)を巧して、 " BAS "、" TRE "、" FAD " または " BAL " を 
選択ずる。 

HBT ] を"科"側、または" I 卜"側に巧して、音質•音量バラ 

ンスのレベルを調整ずる。 
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3-2. オーディオの使いち 


調整モード 

表示 

レベル 

を押す 

"■<+" を押す 

ほ音 

目 AS 

—ご〜^己 


強 

高音 

TRE 

一ご^已 

前後音量 
バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

左ち音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 


※音質レベルは、ラジオ、 CD プレーヤーまたは AUX モードそれぞれで調整でさます。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

AUX 端子の使い方 


ポータブルオーディオプレーヤーなどの機器を接続して、車両の 
スピーカーで 聞<ことびでさまず。 



フタを開けてポータブル オー 
ディオプレーヤーなどを接続す 
る。 

市販の S ニプラグを使用して、接 
続する機器の音声出力端子と AUX 
端子とを接続します。 

接続する機器の電源びオフの状態 
で接続してください。 
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3-2. オーディオの使い方 


固圆 I 互接続した機器の電源をオンにし、再生を開始する。 

操作ち法は、接続する機器の取扱説明書を参照して<ださい。 


音量•音質は、接続した機器および車両の 
す。 



を操作して調整しま 


使用しないとさは、接続した機器側で停止操作を行い、電源をオフにし 
ます。 


A ま意 


■故障を防ぐために 

端テに異物が入ったり飲料水などがかかったりするのを防ぐため、ポータブル 
オーディオプレーヤーを接続していないとをは、 AUX 端テのフタを閉めておい 
て < ださい。 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーディオの使いち 

ステアリングスイッチ 


八ンドル左側にあるスイッチで、才ーデイオを操作ずることびできま 
ず。 

n 音量を調節する 
0ラジオ：選局ずる 

CD :曲/ファイル、フオル 
ダを選ぶ 

且電源を入れる、モードを切0 
替える 



■電源を入れる 

を巧ず。 

スイッチを■ピッ、ピッ"と音び吕回鳴るまで巧すと、オーディオの電源びオフにな 
0ます。 


I モードを切り替える 

( rl ) を押す（オーディオの電源がオンのとさ）。 

押すごとに次のように切0誓わ0ます。 

FM ^ CD ^ AUX ^ AM ^ TI (交通情報） 

CD が挿入されていないとをは、 CD を選択でをません。 

AUX 端末に機器が接続されていないときは、 AUX を選択できません。 


[音量を調整ずる 



を " iH ■"偵 L または 


"卜"側に押す。 
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スイッチを押し続けると、音量を連続して調整でさます。 





















3-2. オーディオの使い方 



放送局を選択ずるには _ 

EHm 端 E ) を押して am または FM を選択する。 

を" A" 側、または" V" 側に押す。 

スイッチを押すごとに、記憶させている周蔽数を選択します。 

"ピッ"と音びするまで押し続けると、自動で受信可能な周波数を選択しま 
す。 

CD の操作 

EHm 常 rE) を巧して CD を遇択ずる。 

Him り)を" A" 側、または" V" 側に巧して、希望の曲を選択ずる。 

MP3 / WMA の操作 
■ファイルを選択ずるには 

Ifeiliil 11 ( JS *!) を巧して CD ( MP 3 / WMA ) を遇おずる。 

[inm ^づを" A " 側、または" V "側に巧して、希望の曲を選択ずる。 

■フォルダの選択をずるには 

EHm 常 rE) を巧して CD ( MP 3 / WMA ) を遇おずる。 

[gum を" A" 側、または" V" 側に"ピッ"と音びずるまで 

巧して、希望のフォルダを選択ずる。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にステア U ングスイッチを操作するとをは、十分ま意してください。 
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3-2. 才ーデイオの使いち 

アンテナ 


n 取りはずず 
0取り付ける 
0格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のある 
ところまで立ててください。 


/^迂意 

■自動 洗車機にかけるときは 

アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを取りはずしてください。 
■アンテナの 損傷を防ぐために 
しツ下のよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カ八一をかけるとを 
■洗車 時などアンテナを取りはずしたときは 

アンテナを紛失しないよラに注意してください。また、走行前には必ずちとど 
おり取り付けてください。 



室内装備の使い方 
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3-3. 室内なのつけ方 

室巧な一覽 



n インテ U アライト（一 P. 223) 


P 知識 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

ドアの施錠•解錠/開閉、エンジンスイッチの位置により、インテ1」アライ 
卜^び自動的に点な • 消なします。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

電モキーの検巧、ドアの施錠-解錠/開閉、"エンジンスタートストップ" 
スイッチの状態により、インテ1」アライト X ’び自動的に点な、消なします。 

《インテ1」アライトはスイッチびに^ポジションのとをに作動します。 
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3-3. 室内灯のつけ方 



■バッテリーあがりを防ぐために 

■半ドア状態でインテ U アライトのスイッチびもがポジションのとをに、イン 
テ1」アライトび点打したままの場合、約2 0分後に自動消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 3已 0) 

ンテ U アライト 




□ ドアポジション （ ドア連動） 
0消打 
且点な 


インテ U アライトを適切な角度に 
調節する。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 



0カップホルダー 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネびをお 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレーちび爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


224 


























■カップホルダー 



A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙外のちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故の際に落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 


3-4. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー 


(ボトルホルダー 


►フ□ント 




曰知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

参ぺットボトルの大ささ、おによっては収納でをないことびあります。 


A 江意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 下ろず 

0下ろした状態でフックから 
はずし、横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーを開けて使用します。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ u — ソケット 


1 2V 1 0A (1 吕 0W) 未満の電気製品を使うときの電源としてお使い 
<ださい。 

フタを手前に引いて開ける。 


口知識 
■使用を件 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または" ON " のとを 
►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニツシヨン ON モードのとを 


A 汪意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかった D しないよラに、使用しない 
とさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒューズが 切れるのを防ぐために 

12 V 10 A (120 W ) を超えないようにしてください。 

■バッテリー あびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくだ 
さい。 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専巧のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）のお状お 
よびフ□アマットの固定ち法はイ 
ラストと異なる場含びあります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他ま種および異なる年代のフロアマットは使用しな 
し、。 

♦運転席 巧のフロアマットを使巧する。 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する。 

♦他の フロアマット類と重ねて使用しない。 

♦フロア マツトを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない。 


230 












3-5. その他の室内装備の使いち 


A 警告 


♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とく 
に洗ま後は必ず確認を行ラ。 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ 
□アマットと干渉しないことを確認す 


運転ずる前に 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■デッキボックス 

バンドを引いてフタを開ける。 


STT35AJ009 

■ 兰ち表示板収納スペース 

►4 人乗り車 

liim U ヤシートの背をたれを倒ず。（一 P . 已 2) 




n ツマ S をまわして取りはずず 
0デッキボックスを取り出ず 
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3-5. その他の室内装備の使い方 



►2 人柔〇車 


デッキボードを開ける。 



口知識 

■収納について 

=角表示板のケースの大ささ、おによって収納でをない場合びあります。 



室内装備の使い方 


233 























3-5. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

■デッキ ボックスについて 

デッキボックスのフタを必ず閉じてください。 

開けたまま走行すると、急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したり 
して、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■云 角表示板を収納ずるときは 

確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと急ブレーキ時などに=角表示板び飛び出したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 236 

内装の手入れ . 239 

タイヤについて . 242 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 24已 

ガレージジャッキ . 247 

タイヤの交換 . 2已〇 

電球（バルブ）の交換 . 2已9 

ヒューズの点検、交換 . 273 

キーの電池交換 . 283 

ウォッシャー液の補給 . 287 

エアコンフィルターの 
清掃、交換 . 289 


23已 














4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、 L ソ下の項目を実施してください。 

♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へミちれを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔 b かいをので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシヤンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をなさ取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としてわ水び玉巧にな5ないとさは、車体の温度び 
をえているとき（およそ体温じ(下を目まとしてください）にワックスをかけ 
ます。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異な0まず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア=ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

•ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

•洗車の前に車両の給ミ由□びしっかり閉まっていることを確認してください。 


23己 







4-1 .お手入れのしかた 


■アルミホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<だ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールディング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスによ D 熱くなりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

•なのよ 5な場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、巧粉、樹液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しくちれたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機を剤び付着したとを 
•塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

雜 ライトにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ワイパー アームの損傷を防ぐために 

ワイパーアームを立てるとさは、必ず運転席側を先に立ててから助手席側を立 
ててください。また、ちとにちどすとさは、必ず助手席側から先にもどしてく 
ださい。 

■アンテナの 取りはずしについて 

♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しないように 
ミ主意してください。また、走行前には必ずもとどおりに取り付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 LU 下の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた布で 
拭さ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• 薄めた洗剤を柔らかい巧に含ませ、巧れを拭さ取る 

ウール用の中性洗剤を約巳％の水を液まで薄めたわのを使用してください。 
• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤を拭さ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をなさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか日巧れを落とし、固< しぼったさ 
れいな布で洗剤をなさ取る 
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4-1 .お手入れのしかた 


口知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<なつため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは極力、乾いた状態をなつことをおすすめします。 

洗;争には、巿版の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、なを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 

(- P . 已日） 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水 
びかかると、故障や車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 7己） 
電気的不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につなびるおそれびあ0ます。 

■内装の 手入れをずるときは（とくにインストルメントパネル） 

麗出しワックスや麗出しク U -ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色 •シ5•塗装はびれの原因になるため、し U 下のを剤は使用しないで<ださ 
い。 

-シートし U 外の部分：ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力 U 性のを剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性の溶剤 

♦麗 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ' 溶解' をおの原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

革の部分の損傷-消耗を避けるために、し i (下のことをお守りください。 

•革に 付し、たほこりや砂はすぐに取り除く 

•直射日光に 長時間さらさないよラにする。とくに夏場は曰陰で車を保管する 

参 ビニール製-プラスチック製-ワックス含有のちのは、車内び高温になると 
革に張り付くおそれびあるため、革張りの上に置かない 

■フ □アに水がかかると 

フ□アを水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を清掃ずるとさは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽く拭いてください。 

•熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付けられていまず。曰常点検として必ず 
タイヤを点検して < ださい。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を5.000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）の有無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおず順にタイヤを□ーテー 
シヨンしてください。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨ ン 
を推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


曰知識 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 

前輪： 230 kPa に.3 k 巨/ cm ろ※ 

後輪： 220 kPa に.2 k 巨/ cm ろ※ 

※タイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとき 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守0いただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、死 t 事 
故や負傷につながるおそれがおります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用して<ださい。 

♦ メーカー指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使巧しないで<ださい。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテツドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、冬用タイヤを混在使用しないでくださ 
い。 


タイヤ空気圧の数値 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、し i (下の事態にな D、 思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷をあたえる 
♦まび 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費、車両のま定性、制動距離など）び発揮されない 


A 迂意 

■ 走行中に空気もれが起こつた6 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはミち意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 






ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットびみし浮き上び0ます。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む。 


口知識 

■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ1」一端子をはずすと、コンピュータに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ1」一端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 


24已 


























































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 
■走行 前の確認 

ボンネットびしつかり □ ックされていることを確認してください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ボン ネットを開けたとさは 

ボンネットを開けたとさは、おずボンネットステーを使用し、確実に固定され 
ていることを確認してください。傾斜地ではボンネットステーなしで開いた状 
態び保持される場合びあ0ますび、不意にボンネットび閉まるおそれびありを 
険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにミ主意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 



A 迂意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 


24白 











4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両が損傷したり、けがをずるおそれ 
びありまず。 

■ フ□ント側 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■車両を 持ち上げるとをは 

til 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 



♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げてください。 


参 ガレージジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用して<ださい。 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しないでください。車両び落下するおそれ 
びあ0ます。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり 
込んだりしないでください。 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して<ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで おい地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、 
才ートマチックまはシフトレバーを P、 マニュアル車はシフトレバーを R に 
してくださし、。 

•ガ レージジャッキは、必ずジャッキポイントに正しく取り付けてください。 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷し 
ます。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


♦ U ヤヴスペンション部などで、ジャッキ 
アップしないでください。 

車両び損傷します。 


♦ま 内に乗員びいるとをは車両を持ち上げないでください。 

♦車両を 持ち上げるときは、ガレージジヤツキの上下に物を置かないでください。 


■車両を 持ち上げるとをは 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

タイヤの交換 


ジャッキを使用してお車を持ち上げるときは、正しい位置にジャッキ 
を取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両が損傷したり、けがをずるおそれ 
びありまず。 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固く平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをしっか0かける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを R に入れる 
• エンジンを停止ずる 
■工具とジャッキ位置 



2已〇 











4-2. 簡単な点検-部品交換 


I ジャッキの取り出し方 

►4 人柔〇車 




手順 



解除バンドを引いてシートクッ 
シヨンを持ち上げる。 

はじめに解除バンドを水平に引いて 
シートクッションの□ックを解除し、 
そのまま上に持ち上げて<ださい。 


解除バンドのボタンをはずし、 
フックを伸ばす。 


持ち上げたシートクッションを固 
定する。 

左ちどちらかのへッドレストの支せ 
にフックをかけて、シートクッション 
を吊るして固定します。 

シートク ツ シヨンを降ろすとを、 フツ 
クをちとの位置に戻してください。 



2已1 



































4-2. 簡単な点検-部品交換 



ジャッキを取0出ず。 
n ゆるむ 
0締まる 



デッキボードを開ける。 



ジャッキを取0出ず。 
n ゆるむ 
0締まる 


2已吕 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 


I タイヤの交換 




輪止めをずる。 


交換するタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪前後 

ち側 

左側後輪前後 

後輪 

左側 

ち側前輪前後 

ち側 

左側前輪前後 


ホイールキャップをはずず。 

( スチールホイール のみ） 

^ホィールナットレンチは卜3夕販 
売店で購入することびでをます。 


ナツトを少し(約1回転)ゆるめる。 


ジャッキセツト位置を確認ずる。 



2已3 





















































4-2. 簡単な点検-部品交換 


手順 





ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジヤツキセツト位置 
にしつか0かける。 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる。 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず。 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にしまず。 


2已4 


























4-2. 簡単な点検-部品交換 


タイヤの取り付け 



ホイール接触面の巧れをなさ取 
る。 

ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ D ます。 


周画[可 タイヤを取りがけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする。 

►スチールホイールにかえるとを 

ナットのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまでまわ 
す。 




ナツトの座金びホイールに当たる 
まで仮締めする。 



吕已已 

































4-2. 簡単な点検-部品交換 





車体を下げる。 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締め付ける。 

締め付けトルク： 

103 N - m (1 日已0 k 旨 f • cm ) 


ホイールキャップを取り付ける。 

( スチールホイールのみ） 

タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠き 
を含わせてホイールキャップを確実 
に取0付ける。 


固圆[互すベての工具-ジャッキを収納する。 


2已己 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■ジャッキの 使巧について 

ジャッキの取 D 扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ0ます。 

1；(下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないためほかの車に 
使ったり、ほかの車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジャッキ セット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとさは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし U 上に上げない 

♦車の 下にもぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよラま意してくだ 
さい。 



2已7 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、し i (下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあ D ます。 

♦ねじ 部にオイルやグ U —スを塗らない 
ナットを締めるとさに必要し i (上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。またナットびゆるみホイ ー j レび落下 
して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ U —スびねじ部に 
ついている場合は拭を取ってください。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N • m (10 已〇 kgf . cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボル トやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検をラける 

上記のことを守らないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や傷を 

負5事故につなびるおそれびあります。 


2已 S 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


LU 下に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。詳細が不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P . 34日） 

■ フ□ントのバルブ位置 

►フ□ントフォグライト非装着車 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



2已9 




































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 




























4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


ヘッドライト （ A □ゲンバルブ*) 

運転席側 



曰ブラケットからウォッシャー液 
注入□ノズルをツメをつまみな 
びらはずし、横にずらず。 

回ブラケットからウォッシャー液 
注入ロ ノズルをツメを巧しなび 
らはずし、横にずらず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



カパーを取りはずず。 



手順 



電 I 求を取りはずず。 


STY43AJ004 
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國圆[司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 




























4-2. 簡単な点検-部品交換 


► 助手席側 



ッ>< を押しながら、 
バーを取0はずす。 


ヒューズカ 



カパーを取りはずす。 



お 

手 

入 

れ 

の 

し 

か 

た 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



周 g 可 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグライト^ 



スパッツのボルトを取りはずず。 



STY43AJC02 


ク U ップを取りはずし、フェン 
ダーライナーをめ < る。 



ソケットを取りはずず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



吕6已 






















































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電巧を取りはずず。 


[ gjg ^ 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 

■車幅な 



ソケットを取りはずず。 


26巨 







































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電巧を取りはずず。 


[ gnisl 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける£ 

■フ□ント方向指示兼非常点滅 I 灯 

ソケットを取りはずず。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電巧を取りはずず。 


[ gjgsl 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 

■ リヤ方向指示兼非常点滅灯、後退灯/リヤフオグライト* 



バックドアを開けて、図の位置に 
マイナスドライバーを挿し込ん 
で、カバーを取りはずず。 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 



ソケットを取りはずず。 

□ 1」ヤ方向指お兼非常点滅灯 
0 後退巧/1」ヤフォグライト* 
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:車両型式などで異なる装備やオプション装備 






































4-2. 簡単な点検-部品交換 



電巧を取りはずず。 

□ U ヤ方向指示兼非常点滅な 
0 後退な/ U ヤフォグライト* 


fiiHin 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 

■ ま号な 




ライト本体をはずず。 
n マイナスドライバーでツメをは 
ずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
してください。 

曰バンパーを引さながら、ライト 
本体を取0はずす 

ソケットを取りはずす。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電巧を取りはずず。 


fiign 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける。 

■ その他の電球 

LU 下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

参ヘッドライト（ディスチヤージノりレブ*) 

• サイド方向指示兼非常点滅灯 

• 尾な/制動巧 

♦八イマウントストップライト 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








4-2. 簡単な点検-部品交換 


白知識 


■ヘッドライト （ A □ゲンバルブ*)を交換したときは 

♦カバーを取り付けるとをは 



八ーネスをカバーま起部で固定して<ださ 
し、。 


♦運転席側へッドライト：おずウォッシャー液補給□をしっかり取り付けてく 
ださい。 

♦助手席側へッドライト：必ずヒューズカバーをしっかり取り付けてくださ 
い。 

■レンズ内の水滴と量り 

し U 下のようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的 
な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
•ライト内に水びたまつている 

■ディスチャージへッドライト*の作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にもどると再点なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談 < ださい。 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消灯直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させた D すると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、ちし<はへッドライト内部への浸水に 
よる故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

■デ イスチャージへッドライト*について 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点な 中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因となること 
びあ0ます。 


A 迂意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒューズの点検、交換 


ライトびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

Ifeitdl 11 スマートエント U -& スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチを "LOCK " にずる 
スマー トエント U -& スター トシステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
m 司ヒューズボックスを開ける 
►エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 

ツメを巧しなび5、ヒューズカ 



パーを取りはずず。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


エンジンルーム（ヒューズボックス巨）* 



1.曰ブラケット方、 b ウォッ 
シャー液ミ主入ロノズルを 
ツメをつまみなびらはず 
し、横にず日ず。 

回ブラケットか b ウオッ 
シャーあま入ロノズルを 
ツメを巧しなび日はずし、 
横にず日ず。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 


► 助手席足元 



固 画固故障の状況か日、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負制（一 P . 277)で確認ずる。 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜く。 



吕7已 
























4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画回ヒューズび切れていないか点検ずる。 

n 正常 

B ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 



27巨 















4-2. 簡単な点検-部品交換 


f ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 


111511 


Die 〕 

1 r 

I n 

J 17 \ 

18 

j u じ 

I U 


□ □□□□ 


n n n n n n 

19 20 2122 23 24 

U U U U U U 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

D/C CUT 

30 A 

ECU - 臣 N 0.1 ， DOME 

2 

( IMMOBI ) 

7.5 A 

スマートエント U —&スタートシス 

テム 

3 

TURN&HAZ 

10 A 

方向指示好、非常点滅灯 

4 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

已 

ECU - 目 N 0.2 

己 A 

メーター、パワーウインドウ、オート 
エアコン 

巨 

( AM 2 N 0.2) 

7.5 A 

パワーマネージメントコント□ール 
コンピユータ 、 Stop & Start システ 
ム 

7 

H-LP LO •》1 

30 A 

メインボデ ー ECU 、 H-LP RH 1_日、 H - 

LP LH L 0 

H-LP LH L 〇※ 2 

10 A 

左側ヘッドライト（□ービーム） 

8 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 

吕 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 

10 

SPARE 

— 

予備ヒューズ 

11 

AM 2 N 0.1 

30 A 

始動系 



?〕コ 

n6u^ 

nsun^u 

□ 

n4u 9 

n3UH 

8 

厂 2JIJ 

n 占 


□ □ □ 

2 3 4 

D n- n- 
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ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

12 

H-LP HI 

7.5 A 

ヘッドライト（八イビーム） 

13 

(STRG LOCK ) 

20 A 

ステア IJ ングロック 

14 

H-LP RH L 〇※2 

10 A 

ち側ヘッドライト（口ービーム） 

]已 

DOME 

15 A 

ラジオ、室内灯 

16 

ECU - 臣 N 0.1 

7.5 A 

ドア□ック、スマートエント U — &ス 

タートシステム、インボデー ECU 、 
ステアリング 、 Stop & Start システ 
ム 

17 

( WIP - S ) 

7.5 A 

パワーマネージメントコント□-ル 
コンピュータ 

]扫 

DEFOGGER 

30 A 

U ヤウインドウデフォッガー 

19 

HORN 

10 A 

ホーン 

20 

EFI-MAIN 

20 A 

EFI システム、 EFINO . l 、 フューエル 

ポンプ 

21 

( ALT - S ) 

7.5 A 

未使用 

22 

IGN 

15 A 

インジェクション、イグナイター 

23 

IG 2 

10 A 

エアバッグ、 木一勺一、 スマートエン 

卜 U — &スタートシステム、シフト 
□ツクシステム 、 Stop & Start シス 
テム 

24 

EFI N 0.1 

10 A 

EFI システム 


※いデイスチャージへツドライト装着車 
:八□ゲンへッドライト装着車 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■エンジンルーム（ヒューズボックス B ) * 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

( DEICER ) 

20 A 

ワイパーデアイサー 

2 

H-LP RH L 〇※1 

15 A 

ち側へッドライト （ ロービーム） 

( H-LP RH L 〇)※2 

10 A 

未使巧 

3 

H-LP LH LO 1 

1己 A 

左側ヘッドライト（□ービーム） 

( H-LP LH L 〇)※2 

10 A 

未使用 


1:デイスチャージへツドライト装着車 
^2 :八□ゲンへッドライト装着車 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



本 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ECU-IG N 0.1 

7.5 A 

S - VSC 、 シフト□ックシステム、電 

動パワーステア U ング、自動光軸調整 
システム、メインボデ ー ECU、Stop 
も Start システム 

2 

GAUGE 

10 A 

電動ク ー U ングファン、充電系、助手 
席シートベルトウォーニング、非常点 
滅灯、バックアップランプ、 E 円シス 

テム 

3 

HTR-IG 

10 A 

才ートエアコン、マニュアルエアコ 

ン、ワイパーデアイサ ー、 U 中ウイン 
ドウデフォッ ガー 

4 

WASHER RR 

10 A 

U ヤウオツシヤー 

已 

WIPER RR 

10 A 

1」ヤワイパー 

巨 

WIPER FR 

2 己 A 

フロントワイパー 

7 

WASHER FR 

10 A 

フ□ントウオツシヤー 

8 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

9 

(FOG RR ) 

7.5 A 

U ヤフォグライト 

10 

(PANEL NO '2)※1 

己 A 

未使用 

TAIL NO .12 

10 A 

光軸調整スイッチ 


n じ U 

n 。 

n^u 

n9u 

n8u 

n7u 

n 目 u 

n 日 u 

n4u 

-\\ - 

n3u 

n 2 u 

niu 


s 

n 己 

nwu 

nwu 

n じ 

n ご 

n 巧 u 

nMU 

n 口 u 


D 


s 

s 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

11 

DOOR N 0.2 

20 A 

パヮーウィンドウ 

12 

D/L N 0.1 

15 A 

ドア□ック、メインボデー ECU 

13 

CIG 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

14 

ACC 

己 A 

電動5ラー、シフト□ックシステム、 
メインボデ ー ECU、Stop & Start シ 
ステム 

1已 

(PANEL NO . り※1 

己 A 

スイッチ照明、ーター照明 

PANEL 《 2 

スイッチ照明、メーター照明、パワー 
マネージメントコントロールコン 
ピュータ 

16 

TAIL 1 

10 A 

車幅口、尾な、番号な、 U ヤフォグラ 
イト、フ□ントフォグライト、光軸調 
整スイッチ、メーター照明、 EFI シス 

テム 

TAIL N 0.2 2 

17 

(FOG FR ) 

1 己 A 

フ□ントフオグライト 

]扫 

AMI 

7.5 A 

ACC 、 始動 

19 

STOP 

10 A 

EFI システム、 S - VSC 、 シフト□ッ 

クシステム、パワーマネージメントコ 
ントロールコンピュータ、制動灯、八 
イマウントストップ 

20 

( D/L N 0.2) 

10 A 

未使用 

21 

( SEAT - HTR ) 

1 己 A 

未使用 


^1:デ ィスチャージへッ ドライト装着車 
^2 :八□ゲンへッドライト装着車 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

UP . 2已 9) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリ -か 5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるよ引こ設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量!;(がのヒューズまたはヒューズし i (がのちのを使用しないで < ださい。 
♦おず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

• ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


282 








4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 
■用意ずるをの 

• テープを巻いたマイナスドライバー 
• ルさいプラスドライバーなど 
• U チウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U — &スタートシステム非装着車） 

- CR 1632 (スマートエント U — &スタートシステム装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリ ー& スタートシステム 
非装着車） 

カバーをはずず。 




モジュールを取0出ず。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



モジュールカバーをはずし、消 
耗した電池を取0出ず。 

新しい電池は+極を上にして取0 
付けます。 


lilWRI 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け 
る。 


■電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出す。 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


固画で取り付けるとさは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け 
る。 


白知識 


■電池が消耗していると 

しツ下のよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム（装着車のみ）、ワイヤレス機能び 
作動しない 

♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR 2016 (スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）、 
CR 1 色32 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂意 

■交換 後、正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、触れたり動かしたりしない 
•電極を 曲げない 
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曰知識 


ウォッシャー液の膜び張っているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの巧部より 
下まわった ( LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


乂警告 


■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、 
エンジンなどにかかると出火するおそれびあ〇を険です。 


■ゲ ージの 使いち 



ミ夜面び LOW の位置に近付いた 
日、ウォッシャー液を補給して 
<ださい。 


4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみび付<おそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割含は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃、交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期 
的に 清掃、 または交換してください。 

■交換のしかた 

巧 面 m スマートエント U -& スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチを "LOCK " にずる。 

スマー トエント U -& スター トシステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる。 




フィルターカバーを取0はず 
す。 


フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターに交換ずる。 

「t UP 」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


固画囚フィルターカバーを取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 

■エアコンフイルターの清掃-交換について 

エアコンフイルターはし U 下の時期を目まに清掃、または交換してください。 

清掃；1己,000 km [7, 已〇 0 km ※ ] ごと 
交換： 30,000 km [1 己,000 km ※ ] ごと 

※大都市や寒;令 i 也など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少したときは 

フイルターの目づま D び考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 汪意 

■エ アコンを使用ずるときのを意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 


290 










日- 1 .まず初めに 

故障したとさは . 292 

非常点滅灯 . 293 

発炎筒 . 吕9已 

けん引について . 297 

イベント データ 

レコーダー . 301 

5-2. 緊急時の対処法 

警告なびついたときは . 303 

パンクしたときは . 308 

エンジンび 

かからないとさは . 324 

シフトレバーが 

シフトでさないとさは ...... 326 

キーをな< したとをは . 327 

電子キーび正常に 
働かないとさは 
( スマートエントリー も 
スタートシステム 

装着車） . 328 

バッテリーび 

あがったと去は . 330 

才——ノく——ヒ——卜 

したとをは . 334 

スタックしたとをは . 337 

車両を緊急停止するには ..... 339 


291 


















己- 1 .まずな]めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示にしたびってくださし、。 



非常点滅灯を点滅させなび日、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P . 293) 

非常点滅なは、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にを義務付け日れてい 
ます。） 



緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図しまず。レ P . 29已） 
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5-1. まず初めに 

非常点滅な 


事故や故障のとさなどにお使いください。 
►マニュアルエアコン装着車 



スイツチを巧すとすべての方向 
指示なび点滅し、ちラー度押ず 
と消灯しまず。 





















5-1 .まず初めに 


►オートエアコン装着車 

スイツチを押すとすべての方向 
指示なび点滅し、ちラー度巧ず 
と消灯しまず。 


/^汪意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 
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5-1. まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅'灯と併用してお使いください。 




助手席足元の発炎筒を取り出 
す。 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む。 


先端のフタをとり、ずり薬と発 
炎筒の先端をこず0、着火させ 
る。 


口知識 

I 発炎筒の有効期限 

表示してある有効期限びされる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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トラブルびおさたら 


























5-1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒が使用でをない場所 

し U 下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪くなったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■発 炎筒の取り扱いについて 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまに触らせない 
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己- 1. まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引する前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考え日れるため、トヨタ販売店へご 
連絡ください。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける。 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付け 
る。 

布の大ささ： 

0.3 m 平ち （3 日 cm X 30 cm ) 
上 


I ミ ai 到 I 引 けん引される車両のエンジンをかける。 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 

エンジンがかからないとさは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 

にして < ださい。 

►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

エンジンびかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチをア 
クセサリーモード、またはイグニツシヨン日 N モードにして < ださい。 
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2已 m じ(内 



トラブルびおさたら 

























5-1 .まず初めに 


m 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 


(けん引フックの取り付け方 



曰フ□ントフォグライト非装着車 

マイナスドライバーと当て巧を 
使ってフタをはずず。 

回フ□ントフオグライト装着車 
フタの端を巧してはずず。 


けん引フックを巧に挿し込み軽く 
締める。 


ホイールナツトレンチ’ X や固い金 
属の棒のよラなちのを使い確実に 
取り付ける。 

* トヨタ販売店で購入することびで 
をます。 
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已 -1 .まず初めに 


曰知識 


■緊急用フックについて 



スタックして走行でをなくなったとをに、 
緊急的に他車に引っ張り出してもら5ため 
に使用します。 

この車で他車をけん引することはでをませ 
ん。 


■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラちのであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 

■けん引フックの収納位置 

一 P . 2已〇 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるときは 

指定の位置に指定のけん引フックをしっかりと取り付けてください。 

指定位置にしっかりと取り付けないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重大 
な傷害のおそれびあ D ます。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引をおこなラとをは細むのま意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあ0ます。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 
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5-1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

♦" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでくださし、。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 


A 汪意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはし U 下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 
-速度30 km / h しツ下、距離80 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などに□-プをかけない 

♦この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷をあたえるおそれびあります。 

■ 長い下り巧でけん弓 I ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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己- 1. まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピュータを搭載して 
いまず。このコンピュータは、システムが正常に作動していることを 
診断ずると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録 
ずるイベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


If 己録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
♦車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
参助手席乗員のち無 

• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着のち無 
参運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
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5-1 .まず初めに 


I デ~夕の開示について 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を LU 下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

♦裁判所命ちなどの法的強制力のある要請に基づ<場合 

♦統計的な処理を行なラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工 
したデータを研究機関などに提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告灯び点打または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のように 
ご対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


t ただち に停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ[下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 

警告な名-警告内容 

(の） 

ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

•ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消灯すれば正常です。 


※バーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

バーキングブレーキをかけたまま、車まび巳 km / h を超えたとを、警告ブヴーび 
鳴0ます。 


| r こだちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険をおくおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 


追 


高水温警告な（赤色点滅または点'な） 

エンジン冷却水温の異常 
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トラブルびおさたら 





































5-2. 緊急時の対処ま 


I ただちに点検を受けてください。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


C 3 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

•オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


か 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プリテンショナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト警告な 

■ ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 


因 

および 

VSC 

OFF 

(点滅） 


スリップ表示なおよび VSC OFF 表示な 

■S-VSC システム、 TRC システムの異常 

S-VSC または TRC が作動しているとをはス U ップ表示灯が 
点滅、 TRC を日 FF にしたときはス U ップ表示灯び点灯、 TRC 
と S-VSC を日 FF にしたときはス U ップ表示灯と VSC OFF 
表示灯び点灯します。（一 P. 162. 163) 


P 


デイスチャージへッドライト/オートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処ま 


I "ただちに処置してください。 

LU 下の警告はそれぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告巧び消打ず 
るのを確認してください。 


警告な 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


/ 

を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉 
まっていない 

全ドアを閉める。 



' 



燃料残量警告な^ 1 

燃料の残量（約已 .9 LI ；! 下） 

燃料を給油 


み 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー)※吕 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


《 3 

み ' PASSENGER 

※斗 

PASSENGER 

み 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告 ブザ —）※ 2 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


11 回の給油量び 10 L よ 0 みないときは、燃料計び正しく表示されない場合びあ 0 
ます。 

2運起席*助手席シー S ベル S 非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約20 km/h 政上になると警告ブ 
ヴーが 30 秒間断続的に鳴 0 ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音が変わ0目0秒間鳴0ます。 

3オーディオ装着車 
4オーディオ非装着車 
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5-2. 緊急時の対処法 


車が警告 
ブヴー 


なし 


3回 


警告な 


警告内容 

対処方法 

電モキーを携帯してい 
ない状態でエンジンを 
かけよラとした 

電子キーを携帯す 

る 

電モキーを携帯してい 
ない状態かつ"エンジ 
ンスタートストップ" 
スイッチが日 FFUI 外の 
状態で運転席し U 外のド 
アが開閉された 

電子キーを携帯す 

る 

電テキーを携帯してい 
ない状態かつシフトレ 
バーび P の状態で、 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを 

OFF にせずに運転席ド 
アび開閉された 

" エンジンスター 
ト ストップ" ス 

イッチを OFF に 

する 

または電子キーを 
携帯する 


一 1« 




口知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告打び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あります。 


I ただちに処置してください（スマートエントリ ー S スタートシステム装着車） 

それぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なずるの 
を確認してください。 


內告^ 

M 鉛言 " 


回 


回 


30己 

























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

お化 
言 口 

ブヴー 

車が警告 
ブヴー 

警告な 

警告内容 

対処方法 

連続音 

連続音 


-Im 


電モキーを携帯してい 
ない状態かつシフトレ 
バーび P し U がの状態で、 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを 

OFF にせずに運転席ド 

アび開閉された 

■シフトレバーを P 
にする 

-電子キーを携帯す 
る 

なし 

連続 

(10 砂間） 


— Im 


" エンジンスタートス 

トップ"スイッチを 
日 FF にせずに、電子 
キーを外に持ち出して 
ドアを施錠しよラとし 
た 

" エンジンスター 
ト ストップ" ス 

イッチを OFF に 

したあと、再度施 
錠する 

1 回 

なし 


— Im 


正規の電モキーび車室 
内にない状態で走行を 
はじめた 

車室内に電子キー 
があるか確認する 


トラブルび起さたら 
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己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


この車両にはスペアタイヤび搭載されていません。 

タイヤわり（ンクしたときにタイヤ/(ンク応急修理キットで応急修理 
ずることびできまず。おやねじなどび刺さつた程度の軽度な/(ンクを 
応急修理でさまず。（パンク補修液1本につさ、応急修理できるタイ 
ヤは1本でず。） 


タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につ 
いては、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 応急修理ずる前に 

• 地面び固く平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをしっか0かける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを N に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 
■ タイヤパンク応急修理キット位置 
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5-2. 緊急時の対処法 


■タイヤパンク応急修理キットの内容、各部名称 

►ボトル 


バンク補修液ま乂巧ラベル 



空気逃がしキャップ フベル 


STY 52 AJ 031 


トラブルび起さたら 
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〇 
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5-2. 緊急時の対処ま 


►コンプレッサー 


空気圧計 スイッチ 



STY 52 AJ 032 
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5-2. 緊急時の対処ま 


タイヤパンク応急修理キットの取り出し方 


►4 人乗り車 

EHm U ヤシートの背ちたれを倒ず。（一 P . 已 2) 



n ツ7ミをまわして取りはずず 
0デッキボックスを取り出ず 



タイヤパンク応急修理キットを取 
り出ず。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


►2 人柔〇車 



デッキボードを開ける。 



タイヤパンク応急修理キットを取 
り出ず。 


I 応急修理ずる前に 

応急修理をずる前に、タイヤ損傷の程度を確認ずる。 


釘やねじなどび刺さっている場合 
のみタイヤを応急修理してくださ 
い。 

-タイヤに刺さっている fj やね 
じなどは抜かないで<ださ 
し、抜いてしまラと巧び大さ 
くな りずざ応急修理び出来な 
<なることびありまず。 

•ノ（ンク捕修液び漏れないよラ 
にずるため、パンク箇所び分 
かっている場合は、パンク箇 
巧び上になるよラに車両を移 
動して < ださい。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


曰知識 


■ liTF のとをは、応急修理キットでは応急修理でをません。トヨタ販売店にご連 
結ください。 

♦タイヤ空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 

♦タイヤ側面など、接地面しツがに巧や損傷びあるとを 

♦タイヤびホイールから巧らかにはずれているとを 

♦タイヤに4 mm しツ上の切り傷や刺し傷びあるとを 

♦ホイールび破損しているとを 

♦ 2本し U 上のタイヤびパンクしているとを 

♦ 1本のタイヤに2箇所し i (上の切り傷や刺し傷びあるとを 

参補修液の有効期限びをれているとを 


応急修理ずるとさは 


固圆 m 応急修理キットをビニール袋から取り出ず。 



パンクしたタイヤのバルブからバ 
ルブキヤップを取りはずず。 


ボトルの ホースから 空気逃びし 
キャップを取0はずず。 

空気逃びしキャップは再度使用する 
ため、なくさないように保管してくだ 
さし、。 
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5-2. 緊急時の対処ま 





ボトルのホースをパンクしたタイ 
ヤのバルブに接続ずる。 

ホース先端を時計まわ0に回して 
しっか0と最後までねじ込む。 


コンプレッサーのスイッチび OFF 
であるきを確認ずる。 


コンプレッサーのゴムををはず 
す。 


コンプレッサーの電源プラグをア 
クセサ U — ソケットに挿し込む。 
(一 P. 22日） 
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5-2. 緊急時の対処法 



STY52AJ040 



STS52AJ011 


ボトルをコンプレッサーに接続ず 
る。 

しっか0と接続されているか確認し 
てください。 


付属のラベル2枚を図のよラにそ 
れぞれ貼0付ける。 

ホイールのミちれや水分を十分に巧を 
取ってからラベルを貼0付けて<だ 
さし、。 
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5-2. 緊急時の対処法 



I 巧體I111 エンジンを始動する。 



タイヤの指定空気圧を確認する。 
運転席側の空気圧ラベルで確認する 
事びでをます。（一 P. 243) 


コンプレッサーのスイッチを日 N 
にし、パンク補修液と空気を充填 
する。 
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5-2. 緊急時の対処ま 



▼ 



▼ 



空気圧び指定空気圧になるまで空 
気を充慎ずる。 

n スイッチ ON 直後は、パンク補 
修あをミ主入ずるため、一時的に 
空気圧計び300 ~ 400 kPa 
にまで上昇ずる。 

□ 1分程度りを温の場合は]已分 
程度）で実際の空気圧表示にな 
る。 

且指定空気圧になるまで充慎ず 
る。 

空気圧は、コンプレッサーのスイッチ 
を OFF にして確認してください。空 
気の入れずぎにま意して、指定空気圧 
になるまで充慎•巧認を繰0返してく 
ださい。 

10分しツ上（低温の場合は40分!; Lb) 
充慎してち指定空気圧にな日ない場 
合は、応急修理でをません。トヨタ版 
売店にご連絡 < ださい。 

空気を入れすざたときは、指定空気圧 
になるまで空気をあいてください。 
(一 P. 243、 320) 

国！!因コンプレッサーのスイッチび OFF である事を確認した上で、ア 
クセサ U — ソケットから電源プラグを抜く。ノりレブからボトルの 
ホースを 取りはずず。 

ホースを取りはずずときにノ（ンク補修液び漏れる可能性びあります。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


ノりレブキヤップを応急修理したタイヤのノ（ルブに取り付ける。 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取り付ける。 

空気逃びしキャップを取0付けない 
とバンク補修液び漏れ、お車びちれる 
可能性びあ0ます。 


固画回一旦、ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに 
収納ずる。 

图11固タイヤ内のパンク補修液を巧等に広げるために、直ちに約已 km 、 
速度 80 km/h LU 下で安全に走行ずる。 



STY 52 AJC 03 



走行後、ボトルの ホースから 空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる。 


コンプレッサーのスイッチを数秒 
間 ON にし、 OFF にしてから空気 
圧を確認ずる。 

〇空気圧び130 kPa 未満の場合: 
応急修理でさません。トヨタ販 
売店にご連絡 < ださい。 

0 空気圧び130 kPaLU 上、指定空 
気圧未満の場合： 旧！! に11 へ 
且空気圧び指定空気圧の場合： 
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5-2. 緊急時の対処ま 


固画 到コンプレッサーのスイッチを ON にして指定空気圧まで空気を充 
填し、再度約己 km 走行後にあらためて 匿画1 固から実施する。 



ボトルのホース先端に空気逃がし 
キャップを取り付ける。 

空気逃がしキャップを取0付けない 
とパンク補修液が漏れ、お車びミちれる 
可能性があ0ます。 


固 画 岡 ボトルとコンプレッサ~を接続したままラゲ~ジル~ムに収納 
します。 

悟 IB 詞 急ブレーキ、急加速、急八ンドルを避け、 80 km / h 政下で慎重 
に運転してトヨタ販売店へ行さます。 

タイヤの修理-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 

曰知識 


I 応急修理キットについて 

♦応急修理キットは自動車タイヤの空気充慎用です。 

♦パンク補修液には有効期限びあります。有効期限は容器に表示されていま 
す。有効期限びきれる前に交換してください。交換につしにはトヨタ販売店 
にご相談ください。 

♦パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理でをます。使用したパ 
ンク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦外気温度び -30 で〜日〇でのときに使用できます。 

♦庇急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズしがの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

参パンク補修あびを服に付着するとシ5になる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあります。めれた巧などで速やかになを取ってください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


♦庇急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではありません。 
♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないで<ださい。 

■空気を入れずざてしまつたときは 

I 幻臓1 1タイヤからボトルのホースを取りはずす。 



ボトルのホース先端に空気逃びしキャップ 
をかぶせ、キャップのま起部をタイヤのバ 
ルブに押しあて、空気を抜く。 


I お Ml 3 I ボトルのホースから空気逃びしキャップを取りはずし、ホースを再接 
続する。 

I 过 Ml 4 I コンプレッサーのスイッチを数砂間 ON にし、 OFF にしてから空気圧 
計を確認する。 

指定空気圧よりほいとをは、再度コンプレッサーのスイッチを ON に 
し、指定空気圧になるまで空気を充慎して<ださい。 

■応急修理をのタイヤのバルブについて 

庇急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換してください。 

■応急修理キットの点検について 

ノてンク補修液の有効期限の確認は定期的に行つて < ださい。 

有効期限は容器に表示されています。 


A 警告 

■タイヤが A ‘ンクしているとさは 

タイヤびバンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちパンクしたタイヤで走行すると、タイヤおよびホイールび損傷し 
修理でをなくなります。パンクした状態で走行を続けると、タイヤ側面に円周 
状の溝びでさる場合びあります。この状態で応急修理キットを使用すると、夕 
イヤび破裂するを険びあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットはラゲージルームに収納してください。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび巧び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使5と思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦指定 タイヤサイズし U 外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修液について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、直ちに医師の診察を受けて<ださい。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
しんそれでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させる。 

♦走行 直後、ホイールやブレーキまわりなどには触れないでください。 

走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤ を車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して<ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気び漏れた0、パンク補修液 
び飛散したりするおそれびあります。 

♦パンク 補修液注入中にボトルのホースびがれると、圧力でホースび暴れ大変を 
険です。 

♦空気 充慎後は、ボトルのホースを取りはずすとをや空気を抜くときにパンク補 
修液び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順にしたびって応急修理を行って<ださい。 

手順 a D に行わないとノてンク補修液び噴出する場合びあります。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂やを形び発生している場合、直ちにコンプレッサーのス 
イッチを切り、修理を中止してください。 

♦応急修理 キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
巨0分し:!上連続で作動させないで < ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱 < なります。使用中または使用後の取 
り扱いにはミち意して < ださい。ボトルとコンプレッサー接続箇所の金属部分は 
とくに熱くなるので触れないでください。 

♦速度制限 シールは指定位置し U がに貼らないで < ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 

■ 補修液を均等に広げるための運転について 

しツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦低速で 慎重に運転してください。とくにカーブや旋回時にはま意してくださ 
し'!。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、下を確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールからがれている可能性びあ 
0ます。 

-再度空気圧を測ってください。130 kPa 未満の場合はタイヤび大をなダ 
メージを受けている可能性びあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


/t\3 意 

■応急修理を ずるときは 

♦タイヤに 刺さった封やねじを取り除かずに応急修理をおこなってください。 
取り除いてしま5と、応急修理キットでは応急修理びでをなくなる場合びあり 
ます。 

♦応急修理 キットに防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよラ 
にして使用してください。 

♦砂地な どの砂埃のをい場所に直接置いて使用しないでください。砂埃などを吸 
い込むと、故障の原因になります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC 1 2 V 専用です。ほかの電源での使用はでをません。 

♦庇 急修理キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあります。ガソ U ンび 
かからないようにしてください。 

参 応急修理キットは砂埃や水を避けて収納して<ださい。 

♦庇 急修理キットはラゲージルームに収納し、おテさまび誤って手を触れないよ 
ラごミ主意ください。 

•分解、 改造などは絶拙こしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因になります。 


トラブルび起さたら 


3 

2 

3 





己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 113, 116) にしたびってち、また 
ステアリング□ックを解除（一 P . 114,1 18) してもエンジンびか 
か5ないとさは、な下のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンびかか5ない 

■I ■日 A 

场 n 

LU 下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸いこみずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 113,1 16) にしたびって、エンジン 
をかけて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異甫びある可能性びあり 
ます。（一 P . 74) 

■ スターターがゆっくりまわる/室内灯-へッドライトが暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴5ない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 330) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターがまわらない（スマートエントリー&スタートシ 
ステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど電気系統異甫の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びでをまず。（一 P . 32已） 
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5-2. 緊急時の対処ま 


■ スターターがまわ5ない/室内な- へッ ドライトび点なしな 
い/ホーンが鳴らない場合 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

参バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 330) 

♦ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねか5ないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかか日な 
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


I "緊急始動機能 （ スマ-トエントリ ー& スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、じ(下の手順で 
エンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(がは、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 

legiiii 1 1 パーキングブレーキをかける。 

16311121 シフトレバーを P に入れる。 

Ifeitdl 31 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ1」ーモード 
にずる。 

Hi 互ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、 " エンジンスタートス 
トップ"スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける。 

上記の方法でエンジンび始動してち、システムの故障び考えられまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレパーがシフトでまないとをは"^ 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF ①方法でシフトレバーをシフトずる 
ことびでさまず。 

I satiii 1 1 パーキングブレーキをかける。 

[1 M 司スマートエント U -& スタートシステム非装着車：エンジン 
スイッチを " ACC " にずる。 

スマートエント U -& スタートシステム装着車："エンジン 
スタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードにずる。 
Ifeildl 3 1ブレーキペダルを踏む。 

シフト□ック解除ボタンを巧 
す。 

ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーから、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができまず。 

( 一 P. 26 ) 




己- 2. 緊急時の対処法 

電モキ-び正勒こ圃かないときは(ス7-卜1ントリィスタ-トシステム装着車) 


電子キーと車両間の通信びさまたげられたり（一 P .41)、 電子キーの 
電池び切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
中レスリモコンが使用できなくなりまず。このような場合、む下の手 
順でドアを開けたり、エンジンを始動ずることびできまず。 


I ドアの砲綻.解錠 



メカニカルキー ( P . 26) を使つ 
て操作します。 

n 全ドア施錠 
0 全ドア解錠 


モードの切り替え、エンジン始動の方法 

Ifeitril 1 I シフトレノ（一び P の状態でブレーキを踏む。 



電モキーのトヨタエンブレム面 
で、"エンジン スター トストッ 
プ"スイッチに触れる。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチに軸れた電子 
キーを正し<検知でをず警告音び鳴 
0ます。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


旧 3111 31 なの操作を行ラ。 

モードの切り替え： 

ブヴーび鳴ってから]0砂じ(内に、ブレーキペダルから足を 
離して"エンジンスタートストップ"スイッチを巧しまず。 
" エンジンスタートストップ"スイッチを巧ずごとにモー 
ドび切り替わりまず。（一 P . 1 17) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルをしっか 
り踏み込んで、"エンジンスタートストップ"スイッチを巧 
します。 

処置をしてちエンジンびかからないとさは、トヨタ販売店に連絡してく 
ださい。 


曰知識 


■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動の方法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をおすすめします。（一 P . 283) 


トラブルび起さたら 


9 

2 

3 








己- 2. 緊急時の対処法 

パッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることび 
でをまず。 


ブースターケーブルのセットと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 

►1 KR - FE エンジン搭載車 
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5-2. 緊急時の対処法 


ブースターケーブルを次の順につなぐ。 

n ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッテ U —の+端子につなぐ 
0 赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 

0黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつな 
ぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —か日離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
周画可 救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる。 

" エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態で 
いずれかのドアを開閉ずる。（スマートエント U — &スタート 
システム装着車） 

[ IM 互スマートエント U — &スタートシステム非装着車：救援車の 
エンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチをいったん 
" ON " にしてか日自車のエンジンをかける。 

スマートエント U — &スタートシステム装着車：救護車のエ 
ンジン回転を維持したまま、"エンジンスタートストップ" 
スイッチをいったんイグニッシヨン ON モードにしてか b エ 
ンジンをかける。 

Hi 司自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず。 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


トラブルびおさたら 




5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

•巧おなどで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切って < だ 
さい。 

■バッテリーびあびったときは 

コンピュータに記憶されている情報び消去されます。パ'ッテ U —びあびったと 

さはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーびあびったとをの留意事項（スマートエントリ ー& スタートシステ 

ム装着車） 

♦バッテ U- びあびった直後はスマートエント U-& スタートシステムによ 
るドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤ 
レスリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦バッテ1」一びあびったあとの、最初のエンジン始動は失敗することびありま 
す。2回目しツ降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではあ D ませ 
ん。 


♦車両は常に"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U —あびり時、バッテ U —脱着後は、車両はバッテ1」一びあびる 
前の状態に復帰します。バッテ1」一を脱着する際は、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF にしてから行ってください。 

バッテ U- あびり前の"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態び不 
明の場合、バッテ U —接続時はとくに注意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッテリーの 引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラし:!下のことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所し U 外に誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは" +" と"一"の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、し U 下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U- を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
に付着しないようにする 

♦必要し U 上、顔や頭などをノ（ッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
• おテさまをバッテ U —に近付けない 


/ K 迂意 

■車の 損傷を防ぐために（マニュアル車） 

車両を押したり、引いたりして始動させないでください。 

触媒コンバーターび過熱し、火災の原因になるおそれびあります。 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

フースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷を込まれないよラに十分ま意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

オーバーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

固画丘]車を安全な場所に止め、ェアコンを止める。 
m 互ェンジンルームか b 蒸気び出ているか確認ずる。 

蒸気び出ている場合： 

ェンジンを停止ずる。蒸気び出なくなったら、ミ主意してボ 
ンネットを開け、ェンジンを再始動ずる。 

蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける。 
m 互ラジェーター;令却用のフアンび作動しているか確認ずる。 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか日ェンジンを停止ずる。 
フアンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる。 


手順 


n エンジンが十分に; 令えたことを確認する 
水温表示灯が青 < 点打しまず。 

曰冷却水の量を確認する 

0ラジェ ータコア 部（放熱部）の冷却水漏れを点検する 
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5-2. 緊急時の対処法 


を却水び不足している場合は、 
を却水を補給ずる。 

;令却水びない場合は、応急措置と 
して水を補給します。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 


口知識_ 

■才ーバーヒートとは 

し U 下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温警告なび赤色に点滅または点なしたり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負5おそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかっているとさは、手や着巧をフアンやベルトからはなしてくだ 
さい。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


/ K 迂意 

■ を却水を入れるときのミち意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空おしたり埋まり込んで動けな 
<なったとさはじ TF の方法を試みて < ださい。 

居 面！!でエンジンを停止ずる。 

バーキングブレーキをかけシフトレバーを オー トマチック車は P、 マニュ 
アル車は N にしてください。 

I sildi 2 1 タイヤ前をの十や雪を取り除く。 

居画 U ] タイヤの下に木や石などをあてびラ。 

屋面1でエンジンを再始動ずる。 

居面面回シフトレバーをオートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1速または R に確実に入れ、パーキングブレーキを解除 
して注意しなび日アクセ j レを踏む 

TRC 、 S - VS 巳の作動で S 巧出しにくし、とさは、 TR 巳または S - VS 巳 
を停止してください。（一 P .163) 


A 警告 

■脱出ず るとをは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、ほかの車、物または人と 
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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トラブルびおさたら 






5-2. 緊急時の対処ま 



/ K 迂意 

■ トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
参 この方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、 JiTF の手順で車両を 
停止させてください。 

leatiii 11 ブレーキぺダ J レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離わ長くな0ます。 

leaitfli 21 シフトレバーを N に乂れる。 

►シフトレバーび N に入った場合 
固 画 互減速後、車を安全な道路協に止める。 

屋画！互エンジンを停止ずる。 

►シフトレパーび N に入日ない場合 

图 g 互ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる。 

スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを" A 巳巳"にして、ェ 
ンジンを停止ずる。 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒じ(上巧し続けてエンジンを停 
止ずる。 


图 g 互車を安全な道路協に止める。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

♦ブ レーキの効をび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコントロールびしに 
くくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてください。 

♦スマート エント U-& スタートシステム非装着車；キーを抜くと八ンドルび 
□ックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(指定燃料、 

オイル量など） . 342 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴー カスタマイズ 
機能一覧 . 350 
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已 -1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（指定燃料、オイル量など） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂 LU 外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
ホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


1 燃料 


指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

32 


I エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 慘考値） 

オイル 

のみ 

交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -20 ^ 
—API SM ， EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 己 W -3 日 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4. 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 OW -30 
一 API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 5 W -20 
—— A 円 S し EC SAE 己 VV -20 
トヨタ純正モーターオイル SL 1 OW -30 
—— A 円 S し EC SAE 1 OW -30 

1 KR-FE 

2.9 

3.1 

INR-FE 

3.3 

3.5 


^ 0 W -20 は最ち省燃費性に優れるオイルです。 
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6-1 .仕様一 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサッ 
ク認証）マークびついていまず。 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のオイルをご使用ください。 



^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 

• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さをおしていまず。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適していまず。 



n API マーク 

0 ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[フシ 1— 夕一 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% -12 て： 

濃度日日％ -3 己て： 

1 KR-F E 

4.5 

1 NR-F E 
はートマ 
チック車） 

4.9 

1 NR-F E 

(マこユアル 

車） 

4.7 


I 才ートマチックトランス S ッシヨン 


銘柄 

容量 [ L ] 

(参考値‘ X ) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

目.37 


* 交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I マニュアルトランスミッション 


銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値’ X ) 

トヨタ純正マニュアルトランス5ッシヨンギヤ 
オイル LV 

(API 白 L -4 SAE 7己 VV ) 

2.4 


^交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 
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6-1 .仕様一! 


t ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇日 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜目 

踏み込んだとをの床板とのすを間*1 
► U ヤドラムブレーキ装着車 
► U ヤディスクブレーキ装着車 

88な上 

83心 


^ J エンジン回転時に30日 N (30 k 旨 f ) の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力200 N (20 k 巨りのとをのノッチ※2数 
► U ヤドラムブレーキ装着車 
► U ヤディスクブレーキ装着車 

目〜目 
己〜8 


ぷ2 ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


f クラッチペダル 

■クラッチフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇日 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己〜1己 

切れたとさの床板とのすを間* 3 

2己 mm じ(上 


3クラッチが切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの 
動を量 
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I タイヤとホイール 


■ タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとをの空気圧 
kPa ( k 旨/ cm 2 ) 


前輪 

後輪 

17己/目己 R 1 己 84 S 

230 (2.3) 

220 (2.2) 

175/60 R 16 82 H 


■ ホイール 

ホイールサイズ 
1已 X 己」，1己 X 已 J 


A 警告 

■タイヤと ホイール交換時の警告 

必ずしソ下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、タイヤ周辺部品の損傷や不安定な操縦特性により、死 
t 事故や負傷につなびるおそれびあ0ます。 

メーカー指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 
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6-1 .仕様一 


[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 

吕已 


(ディスチャージヘッドライト*バルブタイプ： D 4 S ) 
へッドライト 

(八□ゲンへッドライト*バルブタイプ ： H 1 R 2) 

已已 


車幅な 

己 


フ□ントフォグライト* 

己已 

車外 

フロントち向指示兼非常点滅な 

21 

サイドち向指示兼非常点滅灯 

LED * 


U ヤち向指示兼非常点滅灯 

21 


制動な&尾な 

LED * 


後退灯 

21 


U ヤフォグライト* 

21 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号な 

己 

車内 

インテ U アライト 

LED * 


^に D は丄 i 有 ht Emi 优 n 有 Diodes 镜光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


I ；車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動ち式 

KGJIO 

1 KR-FE 
(1.日1_ガソ1」ン） 

FF (前輪駆動） 

NGJIO 

1 NR-FE 

(1.3 L ガソ U ン） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


車両仕様 
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6-2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびでさま 
ず。 

機能によっては、イ也の機能と連動して設定が変わるわのわあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問いをわせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 
システム* 

(一 P. 2目） 

スマートエント U —&ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー音量調 
整） 

レベル7 

レベル]〜日 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 
(一 P. 3目） 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとさの自動施錠までの時 

間 

3日秒 

60秒 

120秒 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U-& スター 

トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

作動の合図（フヴー音量調 
整）（スマートエント U — 

&スタートシステム装着車 
のみ） 

レベル7 

レベル]〜目 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント U-& スタートシ 
ステム装着まのみ） 

あ0 

なし 


3已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 





















6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ライト自動点 
口 -消なシステ 

ム 

(一 P . 147) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル]〜己 

ライトを点巧するまでの 
時間 

標準 

長め 

イル5ネーシヨ 

ン 

(一 P. 222) 

消灯までの時間 

1已秒 

7. 已砂 

3日秒 

解綻時の作動 

あ0 

なし 

エンジンスイッチ 
"LOCK " 後の作動（ス 
マートエント U — &スター 
トシステム非装着車のみ） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチ OFF 後 
の作動（スマートエント 
U -& スタートシステム装 
着車のみ） 

あ0 

なし 



3已1 













6-2. カスタマイズ機能 


3已2 



さくいん 


略語一覧 . 354 

五十音順さくいん . 3已已 

症状別さくいん . 3巨巨 


3已3 






アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エコノ =— /エコロジー 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティコント 

□-ル 


3 已 4 















五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アイドリングストップ時間 ......... 139 

アウター S ラー . 64 

アクセサリーソケット . 22日 

アンチ□ックブレーキ 

システム . 162 

アンテナ . 221 

0イク’こッションスイッチ...113,116 

イベントデータレコータ'- . 301 

イルミネーション 

作動について . 222 

点巧する部位 . 222 

ユーヴーカスタマイズ機能.…3已〇 
イルミネーテッド 

エントリーシステム........... ....... 222 

インジケーター . 134 

インテ IJ アライト 

スィッチ……..….…… .................223 

ワット数 . 34日 

インナー S ラー . 62 

ちゥィンヵ- 

電球の交換 . 2巳曰 

レバー . 128 

ワット数 . 349 

ウインドウ 

ウォツシヤー . 已2， ] 已4 

パワーウィンドウ..…....... ...... ....66 

U ヤウインドウ 

デフォッガー ........................ 188 

ウインドウ□ックスイッチ . 66 

ウオーニングライト . 303 


ウォッシヤー 

ミ夜の補給.……...…………… ..........287 

スイッチ..…… ..... 已2, ] 已4 

タンク容量…… ... ……..347 

冬の前の準備-点検…………… . 16曰 
運転 

環境に配慮した運転 . 10已 

寒;令時の運転 .] 6曰 

正しい姿勢 . 7巳 

手順 . 102 

運転席シートベルト 
非着用警告灯 . 30已 


日 ェァコン 


オートエアコン ....... ..……………180 

フィルターの交換 .................... 289 

マニュアルエアコン ....... ………174 

エァバッグ 

一般的な警告 . 82 

SRS エアノくツヴ’ . 76 

お子さまのためのミ主意 . 82 

カーテンシールドエアバッグに 

関する警告 . 82 

カーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 77 

改造-分解..………… ...8 已 

警告灯..….……………………………304 
サイドエアバッグに 
関する警告….. ........................... 82 

サイドエアバッグの 
作動条件.............................. ..... 77 

正しい姿勢..………… ....................7 已 

配置 . 76 


3已已 




















































五十音順さ < いん 


フ□ント SRS エアバッグの 


作動条件.................................. .77 

U ヤウインドウカーテン 
シールドエアバッグに 
関する警告………………………… . 82 
U ヤウインドウカーテン 
シールドエアバッグの 

作動条件 . 77 

AUX 端子 . 216 

エコドライブインジケーター 

ランプ . 105 

エレクトリックパワー 

ステアリング . 162 

エンジン 

イグニッション 

スイッチ..……….... ...... 113,116 

エンジン回転計.…………… ....... 132 

エンジンびかか5ない…………324 

エンジン警告口 . 304 

エンジンスイッチ ....... 1 13. 116 

オーバーヒート . 334 

かけち . 113. 116 

ボンネット . 24已 

エンジンイモビライザー 

システム . 74 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検…..… .......169 

容量..…...……………….…… .........342 

エンジンスイッチ 

操作ちま . 113,116 


目ォィル 

油脂類の容量と銘柄 ................342 

応急修理キット . 308 

才ーディォ 

アンテナ..………………………......22 ] 

AUX 端子 . 216 

MP3 / WMA ディスク . 20已 

オーディオ . 191 

CD プレーヤー .] 目扫 

ステア U ングスイッチ .2] 扫 

調整 . 214 

ラジオ . 194 

オートエアコン . 180 

オートマチックトランスミッション 
オート7チックトランス 

S ッション..………………......... 12] 

シフトレバーび 

シフトでをない.. ..... …………..326 

7速スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード . 123 

オートレベリングシステム . 148 

才ーバーヒート . 334 

才ープナー 

給油 □. 70 

ノくックドア . 4已 

ボンネット..… .... 24已 


3已巨 










































五十音順さ < いん 


お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ….…6目 
エアバッグに関する警告. ...... ....82 

おモさまのシートベルト 
着巧………………… .................... ..58 

キーの電池に関する警告 ........ 28已 

シートベルトに関する警告 ....... 已曰 

チャイルドシート . 86 

チャイルドシートの固定 . 94 

発炎筒の取り扱いに 

関する警告 . 2曰巨 

バッテ U —に関する警告 ........ 333 

パワーウインドウに 
関する警告…………….. ............ ..69 

オドメーター . 132,139 

0力-テンシ-ルドエアバッグ ........ 76 

が気温表示 . 139 

が部入力接続端子 . 216 

カスタマイズ機能 . 3已〇 

ガソリンスタンドでの情報 . 372 

カップホルダー . 22已 

ガレージジャッキ . 247 


国キ- 


イグニッション 

スイッチ . 113,116 

エンジンスイッチ ....... 113,116 

キーナンバープレート ...............26 

キーの構成 . 26 

キーレスエント U — . 39 

キーをな< した . 327 

作動範囲 . 32 

正常に働かない . 32扫 

電子キー . 26 

電子キーの電池が切れた ........ 33扫 

電池交換…………………………….. 283 

メカニカルキー..… ..........26 

ワイヤレスドア□ック . 39 

ワイヤレスリモコン . 3曰 

さしみやひっかさ音が 

聞こえる . 112 

給油 □. 70 

緊急時の対処 

エンジンびかからない . 324 

オーバーヒートした . 334 

キーの電池び切れた . 33扫 

キーをな< した . 327 

緊急巧フック . 2目曰 

警告なびついた ........................ 303 

けん弓し.………………………………2曰7 

故障したとをは... .. 2目2 

シフトレバーび 

シフトでさない…………………32目 
車両を緊急停止するには ........ 33曰 

スタックした………………..…….337 
電子キーび正常に働かない.…33扫 

発炎筒 . 2目巳 

バッテリーびあがった . 330 

パンクした . 308 


3已7 






















































五十音順さ < いん 


口空気圧 . 348 

空調 

オートエアコン.………………….180 
フイルターの交換………… .......28 日 

マニュアルエアコン…….. ....... 174 

区間距離計 . 132. 139 

曇り取り 

フ□ントガラス .] 扫3 

U ャウインドウ 

デフォツガ~ . 188 

ra 計器 

MODE ボタン .... 139 

メーター…… .... 132 

警告丹 

ABS &ブレーキアシスト……304 
SRS ェァバッグ………… .........304 

エンジン . 304 

エンジンオイル圧力 . 303 

高水温 . 303 

シートベルト非着用 . 30已 

充電 . 303 

スマートエント U — Si 

スタートシステム . 306 

デイスチャージへツドライト 
才ートレべ U ング…304 

燃料残量 . 305 

パワーステアリング .. 304 

半ド'ア . 30已 

プ U テンシヨナー .. 304 

ブレーキ……… .........303 

油圧 ... 303 


警告ブザー 

キー抜き忘れ..…… ............. ……114 

シートベルト非着巧.……………30已 

スマートエント U — & 

スタートシステム………36| 306 
パーキングブレーキ 

未解除走行時 . 303 

ブレーキ . 303 

ライト消し忘れ . 148 

U バース . 124 

化粧用ミラー . 228 

けん弓 1 . 297 

百交換 

キーの 電池………………...…...…. 283 
電球.……………………………….…. .2 已9 
ヒューズ…273 

王具 . 吕已〇 

後退巧 

電球の交換 . 2已曰 

ワット数 . 34曰 

コンライト . 14 己 

巧 サイド王アパック’ . 76 

サンバイザー . 227 


3已8 


















































五十音順さ < いん 


n シ-卜 

正しい姿勢.…… ..7 已 

チャイルドシートの固定..………曰4 
手入れ………. ............................. 23曰 

フ□ントシートの調整..………… .4 曰 
フ□ントシートの調整に 

関する警告 . 已〇 

IJ ヤシートの操作に関する 

警告 . 54 

シートクッシヨンエアバッグ ........ 76 

シートベルト 

おモさまの着用 . 已扫 

緊急時シートベルト 
固定機構..………........................己8 

シートベルト非着用 
警告口……………......…30已 

シートベルト 

プ U テンシヨナ ー.…………….… 已7 

清掃-手入れ . 240 

正しい着巧 . 已目 

チャイルドシートの固定 . 94 

妊娠中のでの着巧 . 已扫 

室内灯 

インテ U アライト . 223 

ワット数 . 349 


シフトレバー 

オート7チックトランス 


S ッシヨン..………………......... 12] 

シフトレバーび 

シフトでさない…………………326 
マニュアルトランス 

ミッション . 126 

シフト□ックシステム . 32目 

車速 

スピードメーター . 132 

平均車速 . 13曰 

ジャッキ 

ガレージジャッキ..………. ........247 

車載ジャッキ…. ... 2已〇 

車幅灯 

スイッチ..……………….............. .14 已 

電球の交換…………….… ............ 2已9 

ワット数 ..... .………………...........349 

車両型式 . 349 

車両仕様 . 342 

収納装備 . 224 

瞬間燃費 . 139 

助手席シートベルト 
非着用警告灯 . 30已 


3已9 


I 






































五十音順さ < いん 


巧 スィッチ 

VSC OFF... .163 

イグニッシヨン 

スイッチ.. .. 113,116 

ウインドウ□ック .. 66 

ECO OFF.] 已7 

ECO MODE. 104 

エンジン . 113. 116 

" エンジンスタート 

ストップ" . 116 

オーディオ操作 . 191 

ドア□ック . 42 

パヮーゥィンドゥ….........……… .6 目 

非窜点滅灯........ .......................293 

フ□ントワイパー 
デアイサ ー…… ...................... 190 

ライト . ]4已 

U ャゥインドゥ 

デフォッガ~ . 188 

U ヤフォグライト . ]4曰 

ヮイパー& 

ウオツシャー . ] 已 2.] 巳4 

スターター 

エンジンの始動 . 113. 116 

スターターびまわらない ........ 324 

スタック 

スタックした………………………337 


ステアリングホイール 

ステア U ング□ックを 
解除する ................. 14,118 


調整 . 61 


Stop S Start システム 


アイド U ングストップ時間... 

.139 

ECO OFF 表示灯 . 1 56. 

]已7 

ECO 表示灯 . 

] 円 R 

Stop Si Start システム . 

.] 已6 

スピードメーター . 

.132 

スペック . 

.342 

スポーツシーケンシャル 


シフトモード 


7速スポーツシーケンシャル 


シフトマチックモード ........ 

.123 

スマートエントリー& 


スタートシステム 


エンジンの始動 . 

.1 16 

カスタマイズ機能 . 

ス W 

作動範囲 . 

....32 

正常に働かない . 

.32 扫 

節電機能 . 

....32 

ドアの施錠-解錠 . 

....30 

SMART STOP . 

.1 已6 
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五十音順さ < いん 


旦 



清掃 


日 

チェーン . 

. 169 

外装 . 

… 23 巨 

チヤイルドシート 


シートべ J レト . . 

.....240 

倍 0 FIX バーでの固定. 

.…… .......96 

内装 . 

.....239 

シートベルトでの固定 

.............. 9 已 

制動打 


駐車ブレーキ . 

. 12 曰 

電球の交換 . 

…一 P 巳曰 



ワット 数 . 

… 349 


ツール . 

. 吕已〇 

積算距離計 . 

… 139 



節電機能 . 

32 

M 丰入れ 


綿 . 

… 23 巨 


が装 . 

. 23 巨 

前照打 


シートベルト . 

. 240 

手動光軸調整ダイヤル ...... 

… 146 

内装 . 

. 23 曰 

スイッチ.....…………………… 

..... ]4 已 

テールランプ 


ディスチャージへッドライトに 

スイッチ..………………... 

……… ..14 已 

関する^ 告… ................... 

…272 

電球の交換..… .............. 

........... 2 已 9 

電球の交換.…………………… 

…. .2 已 9 

ワット数………….....…… 

…… .….349 

つット数..……………………… 

.....349 

デッキボックス . 

デフオッガー 

. 232 

速度計 . 

… 132 

フ□ントガラス . 

U ヤウインドウ 

]7 已， 183 

タイヤ 


デフ オッ ガー . 

. 18 扫 

応急修理キット . 

… 308 

電球 


空気圧 . 

… 348 

交換 . 

. 2 已曰 

チ：!:ーン . 

… 169 

ワット数 . 

. 349 

点検 . 

… 242 

電子キー 



ノくンクした . 308 


作動範囲 


32 


パンク補修液………………………30日 
冬用タイヤ………………………… . 169 
□ーテーシヨン ....................... 242 


正常に働かないとさ.……………328 
節電機能.……………………………… .32 
電池び切れた…………… ............ 283 


タコ メーター . 132 



361 


















































五十音順さ < いん 


日が 

ドアガラス…………………………... .6 目 
ドア巧一.……………………………64 
ドア□ック………………29, 39, 42 

ドアガラス........ ... ..66 

ドア巧一 . 64 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 74 

時計 . 143 

トップテザーアンカー . 94 

トラクシヨンコント□-ル . 162 

トリップメーター . 139 

旧 二ーエアバッグ . 76 

荷物 

積むとさのミち意.…………… ....... 167 

ラゲージルーム巧装備…………232 

日燃胃 

瞬間燃費 . 139 

平均燃費 . 139 

燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.…372 

給油 . 70 

種類 . 342 

燃料計….… ................................138 

容量..…...……………………….……342 


13パ-キングブレ-キ . 129 

八イマウントストップライト 

ヮット数…………..…… .... …….....349 

A ザードライト 

スィッチ.…………………….………2曰3 

電球の交換 . 2已曰 

ヮット数 . 34曰 

挟み込み防止機能 

運転席ドアガラス . 69 

発炎筒 . 吕9已 

バックアップライト 

電球の交換 . 2已曰 

ヮット数………………..……………349 

バックドア . 4已 

バッテリー 

バッテ U —びあびった...……… 330 
冬の前の準備点検………………. . 16曰 

バニティミラー . 228 

バルブ 

交換 . 2已曰 

ヮット数 . 34曰 

パワーウインドウ . 66 

パンク 

パンクした . 30扫 

番号灯 

スイッチ........ ...........................14 已 

電球の交換………….… ... 2已目 

ヮット数.…………………….………349 

八ンドル 

ステア U ング□ック ..... 114,118 
調整..… ........... ..… ......................... 61 
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五十音順さ < いん 


巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□ール . 162 

ヒーター 

才一 トエアコン….. .. 180 

マニュアルエアコン…………...174 
非常点滅巧 

スィッチ . 293 

電球の交換 . 2巳曰 

ワット数 . 34日 

尾灯 

スイッチ . 14已 

電球の交換 . 2巳曰 

ワット数……..………………………34日 

ヒューズ . 273 

表示打 . 134 

151フすグライト 

スイッチ.……………………… ....... 149 

電球の交換 . 2巳曰 

ワット数 . 34日 

フック 

けん引フック . 297 

冬用タイヤ . 169 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . ]2曰 

；><ンテナンスデータ ............... 34已 

ブレーキアシスト . 162 

ブレーキパッドインジケーター 
(さしみやひつかさ音が 

間こえる） . 112 

フ□アマット . 230 


フ□ントシート 

調整 ..............................................49 

フ□ントフオグライト 

スイッチ..……… ................149 

電球の交換………….… ............... 2已曰 

ワット数 . 34曰 

フ□ント方向指示灯 

電球の交換 . 2已曰 

レバー . 12扫 

ワット数 . 34曰 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 190 

H 平均車速 . 139 

平均燃費 . 13曰 

へッドライト 

手動光軸調整ダイヤル…………146 

スイッチ .....14 已 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 272 

電球の交換 . 2已曰 

ワット数 . 34曰 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 147 

ライトセンサー . 147 
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五十音順さ < いん 


巧 ホイール . 24吕 

ホイールナットレンチ . 2已〇 

ち向指示灯 

電球の交換………………………… .2 已日 

レバー .. 128 

ワット数 . 34日 

ポータブルオーディオ 

プレイヤー . 216 

ボトルホルダー . 22巨 

ボンネット . 24已 

曰 マニュアルエアコン . 174 

マニュアルトランス 

ミッション . 126 

マルチインフォメーション 

ディスプレイ . 138 

0ミラ- 

インナー S ラー . 62 

ドア S ラー . 64 

J {こテイミラー . 228 

なメ-夕- 

MODE ボタン . 13曰 

ク□ックセットボタン . 143 

木ーター ................................... 132 

メンテナンス 

；><ンテナンスデータ . ……342 


巧 ユ-ザ-カスタマイズ機能 . 350 

油脂類…….. ...................... .....……….342 

g ライセンスプレ-トライト 

スイッチ………………................ .14 已 

電球の交換 . 2已曰 

ワット数 . 34曰 

ラィト 

インテ U アライト . 223 

電球の交換 . 2已曰 

へッドライト . 14已 

ち向指示に T .] 2扫 

ワット数……..………….…...…349 

ライト消し忘れ防止機能 . 147 

ライトセンサー . 147 

ラゲージルーム . 232 

0リヤウインドウカ-テン 

シールドエアバッグ . 76 

リヤウインドウデフォッガー ...... 188 

リヤシート 

前倒し . 巳2 

リヤフォグライト 

スイッチ . 14曰 

電球の交換 . 2已曰 

ワット数…..…………….…..… ......349 
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五十音順さ < いん 


巧 ル-ムミラ-. 
な 冷却水 


冬の前の準備-点検 ....... 

容量 .................................. 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート 


...62 

169 

344 

334 


巧 □ッッ 

ウインドウ□ツク . 66 

シフト□ツクシステム . 32日 

ドア□ック . 43 


巧 ヮィパ- 

フ□ント ...................................] 已2 

U ャ ................... … .................] 已4 

ワイパーデアイサー . 190 

ワイパーブレード . 170 

ワイヤレスリモコン 

電池交換 . 2扫3 

U モコン . 3曰 


36已 
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症状別さくいん 

をげ別を<いん 


タイヤびパンクした 


P .3 日8 


バンクしたとさは 


エンジンびかからない 


P .324 

エンジンびかからないとさは 

P . 74 

エンジンイモビライヴーシステム 

P . 330 

パッテ U —びあびったときは 

P . 328 

電子キーが正常に働かないとさは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトでさないとを 
は 


高水温警告打び 
点滅または点灯した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーノ（ーヒートしたとさは 


キーをな< した 



キーをな< したとさは 


八’ッテ IJ 一びあびった 



ルツテ IJ 一びあびったとさは 


ドアび施錠でさない 


P . 29 


P . 39 

ドア 

P . 42 


P . 328 

電子キーが正常に働かないとさは 

P . 29 

スマートエント U — Sl スタートシステム 


めかるみや砂地などで 
動けな<なった 



スタックしたとさは 


36巨 













































症状別さ < いん 


警告灯び点打、点滅した 



警告巧びついたとさは 


■ メーター 



■ センターパネル 

► オーディオ装着車 
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症状別さ < いん 


►オーディオ非装着車 



368 

















症状別さ < いん 


■警告灯一覧 


(©) 

フ レーキ 警告な 

P . 303 

口 

充電警告な 

P . 303 


油圧警告な 

P . 303 

去 

高水温警告な 

P . 303 


エンジン警告灯 

P . 304 

か 

SRS エアバッグ/プ U テン 

シヨナー警告打 P . 304 

(©) 

ABS& ブレーキ アシ 

スト警告な P . 304 

@! 

パワーステアリング 

警告な P . 304 

国 

ス U ップ警告好と 

VSC OFF 警告口* 

および 

VSC 


OFF 

P . 304 


4。 

デイスチヤ-ジヘッドラ仆卜 
トレべリング警告口 P ' 304 

が 

半ドア警告な 

P . 30 已 

[ 

」 レ 

燃料残量警告灯 

本 

P . 30 已 

ぶ 

運転席シートベルト非着 

用警告な P . 305 

み PASSENGER 

助手席シートベルト非着 

用警告打 

または 

PASSENGER 


み 

P . 30 已 

— 

ス 7 —トエント IJ 一&スタート 

システム警告打 P . 3 □已 


* :ス1」ップ警告灯は点灯し、 
VSC OFF 警告なは点滅 
します 
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症状別さ < いん 


警告音び鳴った 、 

■警告巧の点な、点滅をご確認< ださい。 

■警告灯び点灯、点滅していないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 吕6、114、148 

車外に出たとを 

P . 36 

スマートエント U — Si スター 
トシステムで□ックセンサー 
部にふれたとさ 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 124 

ブレーキを踏んだとを 

P . 112 

走行しているとさ 

P . 30吕、305 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 



P . 24已 P . 70 P . 348 


燃料の容量 
(参考値） 

32 L 

燃料の種類 

無鉛レギュラーガソリン P . 71，342 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

前輪：吕30 (2.3) kPa ( kg / cm ^) 

後輪： 220 (2.2) kPa (k 邑 /cm ろ 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 

1 KR - FE エンジン車： 2.9 L 

1 NR - FE エンジン車： 3.3 L 
オイルとフィルター交換時 

1 KR - FE エンジン車： 3.1 L 

1 NR - FE エンジン車： 3.5 L 

エンジンオイルの種類 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 0 W -20 (API SM , EC/ILSAC 白 F -4, SAE 0 W -2 日） 

- SM 已 W -3 日 （ A 円 SM , EC /1 LSAC 白 F -4, SAE 已 W -3 日） 

- SM 1 0 W -30 (API SM , EC/ILSAC 白 F -4, SAE 1 日 W -3 日） 

- SL 已 W-SO ( A 円 SL，EC SAE 已 W -2 日） 

- SL 1 OW -3 日 (API S し EC SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 ■ フリーコール 

固 0800-700-7700 

オープン 時間3 目 5曰9 : 日日〜 18; □日 

所在地干4加-日002 名古屋市中村区名駅四 T 目1日の27 
第二豊田ビル西館7階 

r 個人情報保護方針」については、 
htt 日 :// WWW. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社 

http://toyota.Jp 
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